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第４章 市民等の移動実態・ニーズ 

４-１ 調査の実施概要 

以下の通り、市民等の外出行動や公共交通の利用実態、移動への満足度や将来へ

の不安等を把握するため、５つの調査を実施しました。 

また、市民アンケート調査を補完するため、立地適正化計画策定時の市民アンケ

ート調査（平成 28 年度実施）を参考としたほか、隣接する荒尾市、みやま市から

大牟田市への移動実態等を把握するため、荒尾市・みやま市で実施したアンケート

調査も参考とします。 

①市民アンケート調査 

調査 

目的 

大牟田市全域を対象とし、市民の移動実態や移動への満足度、将来への不安等

を把握するため 

調査 

方法 

市内居住者を対象とした郵送配布、郵送回収 

調査日 配布時期：2017年 8月末（8月 31日(木)に発送） 

回収時期：2017年 9月上旬～中旬（9月 15日（金）返送期限） 

配布数 1,000票（大牟田市在住の 15歳以上の 1,000人に送付） 

回収数 330票（回収率：33％） 

②公共交通利用者アンケート調査 

調査 

目的 

公共交通利用者の移動実態や移動への満足度、将来への不安等を把握するため 

調査 

方法 

大牟田駅（東口、西口）での路線バス利用者への直接配布、郵送回収 

調査日 配布日：2017年 9月 8日(金) 

回収時期：2017年 9月 8日（金）～中旬（9月 15日（金）返送期限） 

配布数 250票（大牟田駅東口：150票、大牟田駅西口：100票） 

回収数 72票（回収率：28.8％） ※大牟田駅東口：57票（回収率：38％）、大牟田駅

西口：15票（回収率：15％） 

③買い物施設来訪者アンケート調査 

調査 

目的 

買い物施設来訪者の移動実態や移動への満足度、将来への不安等を把握するた

め 

調査 

方法 

ゆめタウン大牟田、マミーズ今山店での来訪者への直接配布 

調査日 配布日：2017年 9月 8日(金) 

回収時期：2017年 9月 8日（金）～中旬（9月 15日（金）返送期限） 

配布数 300票（ゆめタウン大牟田：150票、マミーズ今山店：150票） 

回収数 56票（回収率：18.7％） ※ゆめタウン大牟田：29票（回収率：19％）、マミ

ーズ今山店：27票（回収率：18％） 
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④市内高校等通学者アンケート調査 

調査 

目的 

市内に通学する高校生（高等専門学校生含む）の登下校実態、公共交通へのニ

ーズ等を把握するため 

調査 

方法 

市内に立地する 8校 2年生を対象に、生徒への配布によるアンケート調査を実

施 

調査日 配布日：2017年 9月～10月上旬 ※学校により実施時期は異なる 

回収時期：2017年 9中旬～10月上旬 ※学校により実施時期は異なる 

配布数 1,712票（8校分） 

回収数 1,616票（8校分）（回収率：94％） 

⑤観光来訪者 Webアンケート調査 

調査 

目的 

大牟田市への観光目的来訪者の移動や周遊の実態・ニーズ等を把握するため 

調査 

方法 

九州各県内居住者で大牟田市又は荒尾市に観光来訪経験のある 15 歳以上（た

だし大牟田市内及び沖縄県居住者を除く）を対象に、Webアンケート調査を実

施 

調査日 実施期間：2017年 11月 3日（金）～11月 6日（月） 

回収数 206サンプル 

 

＜参考とする他調査＞ 

⑥大牟田市立地適正化計画策定時のアンケート調査 

…平成 28年度実施、大牟田市内居住の 18歳以上を対象 

⑦荒尾市における市民アンケート調査 

…今年度実施（実施主体：荒尾市） 

⑧荒尾市における高校生アンケート調査 

…今年度実施（実施主体：荒尾市） 

⑨みやま市における市民アンケート調査 

…今年度実施（実施主体：みやま市） 
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＜市民アンケート調査における地域分類、地域別配布・回収状況＞ 

・地域分類は、道路網や公共交通網、地域特性を踏まえ、地域別の特性を把握するた

め、4 地域（中央地域、東部地域、北部地域、南部地域）に分類しました。 

・配布、回収状況は以下の通りです。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜市内高校等通学者アンケート調査の学校別配布・回収状況＞ 

・市内高校等通学者アンケート調査の配布、回収状況は以下の通りです。 

高校名 配布数 回収数 回収率
県立三池高校 200 190 95%
私立明光学園高校 80 71 89%
県立ありあけ新世高校 160 160 100%
私立大牟田高校 450 406 90%
県立大牟田北高校 160 149 93%
県立三池工業高校 200 195 98%
私立誠修高校 240 225 94%
国立有明工業高等専門学校 222 220 99%

合計（8校） 1712 1616 94%  

 

 

 

上内

手鎌小学校区

玉川

倉永

銀水

吉野

天領

三池

高取

明治

みなと

天の原

平原

駛馬南

白川

中友

大牟田中央

駛馬北

羽山台

大正

北部地域

中央地域 東部地域

南部地域

地域 年齢層 人口（人） 配布数 回収数 回収率

1.中央地域 15-64歳 17,104 146 36 24.7%
65歳以上 9,898 112 47 42.0%
無回答 - - 1 -
合計 27,002 258 84 32.6%

2.東部地域 15-64歳 18,131 155 42 27.1%
65歳以上 12,269 138 53 38.4%
無回答 - - 0 -
合計 30,400 293 95 32.4%

3.北部地域 15-64歳 12,642 108 29 26.9%
65歳以上 8,188 92 34 37.0%
無回答 - - 0 -
合計 20,830 200 63 31.5%

4.南部地域 15-64歳 15,039 128 29 22.7%
65歳以上 10,779 121 49 40.5%
無回答 - - 0 -
合計 25,818 249 78 31.3%

地区無回答 15-64歳 - - 1 -
65歳以上 - - 5 -
無回答 - - 4 -
合計 - - 10 -

合計 15-64歳 62,916 537 137 25.5%

65歳以上 41,134 463 188 40.6%
無回答 - - 5 -

総計 104,050 1000 330 33.0%

※人口は平成29年4月1日時点の住民基本台帳より、配布数は地域ごと
の人口按分で設定
※出典：大牟田市HP（住民基本台帳）

県立三池高校 

私立明光学園高校 

県立ありあけ新世高校 

私立大牟田高校 

県立大牟田北高校 

県立三池工業高校 

私立誠修高校 

国立有明工業高等専門学校 
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４-２ 市民アンケート調査結果 

（１）回答者の個人属性 

回答者の属性（性別・年代・職業）は以下の通りとなっています。 

回答者は高齢者（65 歳以上）が過半数を占めています。 

 

 

男性, 136, 41%

女性, 177, 54%

無回答, 17, 5%

N=330   

20歳未満, 10, 3%

20～29歳, 10, 3%

30～39歳, 22, 7%

40～49歳, 28, 8%

50～59歳, 31, 
9%

60～64歳, 
36, 11%

65～69歳, 68, 
21%

70～79歳, 77, 
23%

80歳以上, 
43, 13%

無回答, 5, 2%

N=330   

自営業, 22, 7%

専門職, 10, 3%

会社員, 58, 18%

公務員・教職員, 
10, 3%

学生, 11, 3%

派遣社員・パー

ト・アルバイト, 34, 
10%

無職, 155, 47%

その他, 21, 6%

無回答, 9, 3%

N=330

 

図 50 回答者の属性（性別・年代・職業） 

 

（２）市内移動の状況 

①移動の行き先 

通勤では、どちらの世代も中央地域に集中する傾向にあります。 

買い物や通院、その他は、目的地の地域が分散しています。 

■65 歳未満              ■65 歳以上 
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買い物(N=77)

通院(N=14)
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64%

78%

46%

32%

35%

42%

16%

36%

35%

24%

18%

11%

33%

18%

24%

24%

18%

11%

5%

14%

6%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤(N=11)

通学(N=0)

仕事(N=9)

買い物(N=92)
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図 51 市内移動の行き先（目的別） 
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居住地域別でみると、市内での移動は各地域から中央地域への移動が多く見られ

ますが、地域内での移動も見られます。 

■65 歳未満              ■65 歳以上 

65%

39%

28%

35%

13%

31%

13%

4%

15%

54%

5%

17%

15%

5%

60%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央地域
(N=52)

東部地域
(N=59)

北部地域
(N=39)

南部地域
(N=40)

中央地域 東部地域 北部地域 南部地域
 

51%

45%

39%

31%

15%

41%

32%

12%

6%

6%

25%

3%

28%

8%

5%

53%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中央地域
(N=53)

東部地域
(N=64)

北部地域
(N=44)

南部地域
(N=58)

中央地域 東部地域 北部地域 南部地域
 

図 52 市内移動の行き先（居住地域別） 

 

②移動手段 

65 歳未満は、通学を除き全般的に自家用車での移動が多くなっています。 

65 歳以上も同様の傾向ですが、買い物や通院、その他の移動目的では路線バス

や鉄道、タクシーの割合が高くなっています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 53 市内移動の交通手段（目的別） 
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（３）市外移動の状況 

①移動の行き先 

65 歳未満は、通勤や通学は久留米市、みやま市への移動が見られます。買い物

や通院、その他の目的では福岡市や久留米市、柳川市への移動が見られます。 

65 歳以上は、福岡市への移動の他、荒尾市への移動が多く見られます。 

■65 歳未満              ■65 歳以上 

67%

32%

29%

32%

30%

25%

17%

29%

16%

30%

25%

11%
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29%
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11%

27%
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10%
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14%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤(N=10)

通学(N=4)

仕事(N=9)

買い物(N=60)

通院(N=7)

その他(N=38)

福岡市 久留米市 みやま市 柳川市

荒尾市 熊本市 南関町

25%

28%

21%

44%

19%

36%

9%

25%

11%
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7%
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6%

7%

5%

50%

22%
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19%

6%
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8%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

通勤(N=1)

通学(N=0)
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買い物(N=36)

通院(N=14)
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福岡市 久留米市 みやま市 柳川市

荒尾市 熊本市 南関町
 

図 54 市外移動の行き先（目的別） 

 

居住地域別でみると、市外への移動では、福岡市や久留米市への移動が多いほか、

南部地域は荒尾市への移動も多く見られます。 

 

■65 歳未満              ■65 歳以上 
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図 55 市外移動の行き先（居住地域別） 
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②移動手段 

65 歳未満は、通学を除き全般的に自家用車（自分で運転）での移動が多くなっ

ています。 

65 歳以上も同様の傾向です、買い物や通院、その他の移動目的では路線バスや

鉄道、タクシーの割合が高くなっています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 56 市外移動の交通手段（目的別） 
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（４）現在の移動への満足度 

65 歳未満では、通学のしやすさでの不満足度が高くなっています。 

65 歳以上は、総合的な移動のしやすさが、65 歳未満と比較して低くなっていま

す。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

図 57 現在の移動の満足度（目的別） 

 

（５）将来（概ね 10年後）の移動への不安 

65 歳未満、65 歳以上ともに、半数以上が将来の移動について不安があると回答

しています。特に 65 歳以上は８割以上の方において不安があると回答しています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

図 58 将来（概ね 10年後）の移動への不安 
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４-３ 公共交通利用者アンケート調査結果 

（１）現在の移動への満足度 

  現在の移動への満足度は、市民アンケート結果（図 57）と比較すると、公共交

通利用者アンケートでは不満足度は高くなっています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

 

図 59 現在の移動への不安 

 

（２）将来（概ね 10年後）の移動への不安 

  将来の移動への不安は、市民アンケート結果（図 58）と同様に、特に 65 歳以上

の方が不安に思う割合が高くなっています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

図 60 将来（概ね 10年後）の移動への不安 
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４-４ 買い物施設来訪者アンケート調査結果 

（１）現在の移動への満足度 

  現在の移動への満足度は、市民アンケート結果（図 57）と比較すると、不満足

度は高くなっています。 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 
 
 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

図 61 現在の移動への満足度 

 

（２）将来（概ね 10年後）の移動への不安 

  将来の移動への不安は、市民アンケート結果（図 58）と同様に、特に 65 歳以上

の方が不安に思う割合が高くなっています。 

 

■65 歳未満 

 

 

 

 

 

 

■65 歳以上 

 

 

 

 

 

 

図 62 将来（概ね 10年後）の移動への不安 
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４-５ 市内高校等通学者アンケート調査結果 

（１）回答者の居住地 

回答者の居住地は以下の通りです。大牟田市内に居住する方が多くなっており、

その他、福岡県内では柳川市や久留米市、みやま市が多く、熊本県内では荒尾市か

らの通学者が多くなっています。 

 

表 6 回答者の居住地 

県
立
三
池
高
校

私
立
明
光
学
園
高
校

県
立
あ
り
あ
け

新
世
高
校

私
立
大
牟
田
高
校

県
立
大
牟
田
北
高
校

県
立
三
池
工
業
高
校

私
立
誠
修
高
校

国
立
有
明
工
業

高
等
専
門
学
校

合
計

大牟田市 147 24 66 218 108 97 71 25 756
荒尾市 0 6 0 46 0 0 24 25 101
柳川市 19 6 34 33 18 40 18 15 183
みやま市 16 2 13 45 21 22 15 4 138
久留米市 0 9 10 8 1 9 26 14 77
筑後市 0 5 18 7 0 8 13 7 58
玉名市 1 5 0 7 0 0 24 13 50
大川市 0 0 4 3 0 7 5 4 23
大木町 1 0 11 1 0 10 1 3 27
三潴郡 0 0 1 0 0 0 0 0 1
上屋敷町 0 0 0 0 0 1 0 0 1
広川町 0 0 0 0 0 1 1 0 2
大川 0 0 0 0 1 0 0 0 1
南関町 0 2 0 6 0 0 8 1 17
和水町 0 0 0 1 0 0 4 0 5
小郡市 0 0 0 0 0 0 2 5 7
玉名郡 0 0 0 0 0 0 2 0 2
山鹿市 0 1 0 0 0 0 2 0 3
大野城市 0 1 0 0 0 0 1 1 3
八女市 0 1 0 2 0 0 1 1 5
大刀洗町 0 1 0 0 0 0 1 0 2
八女郡 0 0 0 0 0 0 1 0 1
長洲町 0 5 0 3 0 0 2 2 12
福岡市 0 1 0 1 0 0 0 3 5

寄宿舎 - - - - - - - 63 63

無回答 6 2 3 25 0 0 3 34 73

合計 190 71 160 406 149 195 225 220 1,616
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（２）登下校手段 

自転車もしくは鉄道（西鉄大牟田線、JR 鹿児島本線）による通学が多くなって

います。私立明光学園高校や私立誠修高校はスクールバスによる通学も見られます。 
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徒歩 自転車
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その他 無回答

 

 

図 63 登下校時の交通手段 

（３）登下校手段の満足度 

登下校手段への満足度は、「とても満足度」「どちらかといえば満足」とする割合

が、「どちらかといえば不満」「とても不満」とする割合と比較し高くなっています。 
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図 64 登下校手段の満足度 

※移動手段の一番最初を使用（例：徒歩→鉄道→路線バス） 
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（４）休日の移動先 

休日の移動先は、大牟田市内の移動が多くなっています。 
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図 65 休日の移動先（行き先） 

（５）休日の移動手段 

休日の移動手段は、自転車の割合が高くなっているほか、路線バス、JR 鹿児島

本線や西鉄天神大牟田線の割合が高くなっています。 
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図 66 休日の交通手段 
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（６）登下校手段で不満に思う理由、改善要望 

  不満に思う理由は、「所要時間が長い」、「バスや鉄道の本数が少ない」が多くな

っています。改善要望は、運行本数や運賃に関する要望の他、「遅い時間までの運

行」等が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 67 登下校手段で不満に思う理由、改善要望 

■登下校手段で不満に思う理由 

133

66

28

8

12

64

141

11

92

5

0 50 100 150

所要時間が長い

運賃が高い

バスと鉄道の

乗継時間が長い

自宅からバス停まで

距離がある

自宅周辺にバス停が

無くバスを利用できない

鉄道やバスの時間が

登下校時間と合わない

バスや鉄道の本数が少ない

バスが遅れることが多い

その他

無回答

合計

N=324

738

640

328

110

50

531

0 100 200 300 400 500 600 700 800

運行本数の増加

運賃の減額

待合環境（ベンチ、休憩スペース）の向上

駐輪場の設置

その他

無回答

合計

N=1616

■登下校手段の改善要望（鉄道） 

210

18

92

37

121

156

408

63

113

347

24

797

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900

自宅からバス停（乗降場所）を近くする

バス停（乗降場所）までの安全な道を確保

バス停（乗降場所）への休憩ｽﾍﾟｰｽ（ﾍﾞﾝﾁ等）設置

バス停（乗降場所）への駐車場・駐輪場設置

鉄道とバスの乗り継ぎをしやすく

遅い時間までの運行

運行本数の増加

定時性の確保（バスの運行時間の正確性）

移動時間の短縮

運賃の減額

その他

無回答

合計

N=1616

■登下校手段の改善要望（バス） 
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４-６ 観光来訪者 Webアンケート調査結果 

（１）回答者の属性 

年代は、20 歳代から 50 歳代が多くなっています。 

居住地は、福岡県が過半数となっているほか、熊本県の方も多くなっています。 

職業は会社員や専業主婦が多く、自動車免許はほとんどの方が保有しています。 

男性

47.1%

女性

52.9%

性別

(n=206)

20才～24才

1.0%
25才～29才

5.8%
30才～34才

10.7%

35才～39才

11.2%

40才～44才

18.0%

45才～49才

10.7%

50才～54才

17.5%

55才～59才

7.8%

60才以上

17.5%

年齢

(n=206)

福岡県

58.2%佐賀県

9.7%

長崎県

6.3%

熊本県

13.6%

大分県

5.8%

宮崎県

1.5%

鹿児島県

4.9%

都道府県

(n=206)

公務員

4.9%
経営者・役員

3.9%

会社員(事務系)

15.5%

会社員(技術系)

7.3%

会社員(その他)

13.1%自営業

8.7%

自由業

1.9%

専業主婦

(主夫)

18.9%

パート・アルバイト

10.7%

その他

5.3% 無職

9.7%

職業

(n=206)

保有している

93.7%

保有していない

6.3%

[Q7]自動車運転免許はお持ちですか。

(n=206)

性別 年代 居住地

職業 自動車免許

N=206 N=206 N=206

N=206 N=206

 
図 68 回答者の属性（性別、年代、居住地、職業、自動車免許保有の有無） 

 

（２）観光での来訪先 

観光での来訪地は、大牟田市内は大牟田市動物園、荒尾市はグリーンランドが多

くなっています。 

26.2 

9.2 

9.2 

10.7 

1.9 

3.9 

2.9 

1.0 

9.7 

61.2 

6.3 

1.9 

2.9 

1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大牟田市動物園

三池炭鉱宮原坑

石炭産業科学館

三池港

三川坑跡

普光寺

三池カルタ・歴史資料館

旧長崎税関三池税関支署

その他（施設名：【 】）

グリーンランド

三池炭鉱万田坑

宮崎兄弟の生家

観光梨園

その他（施設名：【 】）

[Q3]現在から最も近い日において来訪した際のことについてお伺いします。

来訪した場所をお選びください。

（複数回答可、その他の方は施設名をお書きください）

(n=206)

 

図 69 観光での来訪地（複数回答可） 

n=206 

その他（大牟田市内）  

その他（荒尾市内）  

大
牟
田
市 

荒
尾
市 
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（３）観光での移動手段 

出発地から大牟田市までの移動手段は、自家用車での移動が多くなっていますが、

鉄道での来訪も見られます。 

2.4 

10.7 

5.8 

1.0 

1.5 

1.0 

4.4 

81.1 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

九州新幹線（新大牟田駅利用）

JR鹿児島本線

西鉄天神大牟田線

航路

高速バス

路線バス（西鉄バス）

観光バス

自家用車（マイカー）

レンタカー

タクシー

レンタサイクル

その他（記述：【 】）

[Q8]現在から最も近い日において来訪した際、出発地から大牟田市までの交通手段を教えてください。

（複数回答可）

(n=206)

 

図 70 出発地から大牟田市までの移動手段（複数回答可） 

 

市内の周遊手段は、自家用車での移動が多くなっていますが、路線バスの利用も

見られます。 

7.8 

4.9 

84.5 

1.0 

3.4 

0.0 

1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バス（西鉄バス）

観光バス

自家用車（マイカー）

レンタカー

タクシー

レンタサイクル

その他（記述：【 】）

[Q9]現在から最も近い日において来訪した際、大牟田市内での交通手段を教えてください。

（複数回答可）

(n=206)

 

図 71 大牟田市内での周遊手段（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他  

その他  
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（４）観光移動への満足度 

観光移動への満足度について、公共交通を利用した方は、出発地から大牟田駅間、

市内での周遊移動に関し、満足している傾向があります。 

 

○出発地から大牟田駅までの移動への満足度 

16%

15%

15%

32%

32%

32%

32%

41%

39%

19%

10%

12%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通を利用

（N=37）

公共交通利用なし

（N=169）

総計（N=206）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

 

 

○大牟田市内での周遊移動に関する満足度 

21%

5%

7%

28%

29%

29%

45%

55%

54%

7%

8%

8%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

公共交通を利用

（N=37）

公共交通利用なし

（N=169）

総計（N=206）

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

 

 

図 72 大牟田市への観光移動の満足度 
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（５）観光移動での公共交通へのニーズ 

大牟田市内での観光移動で、公共交通を利用するとした場合のニーズについては、

路線バスのアクセス性の改善、近隣市町の観光地を周遊する路線バス、鉄道と路線

バスの接続の改善が高くなっています。 

11.2 

12.6 

21.8 

17.0 

12.6 

5.3 

28.2 

25.7 

24.3 

29.6 

31.6 

11.7 

44.2 

43.7 

42.7 

41.7 

45.6 

56.8 

12.6 

13.1 

6.8 

8.7 

6.3 

18.4 

3.9 

4.9 

4.4 

2.9 

3.9 

7.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鉄道の運行本数の増加 について

路線バスの運行本数の増加 について

路線バスのアクセス性の改善（目的地へ行きやすくする） について

大牟田市と近隣市町の観光地を周遊する路線バスの運行 について

鉄道と路線バスのダイヤ接続の改善 について

タクシーの観光周遊 について

そう思う ややそう思う どちらでもない あまりそう思わない そう思わない

 

図 73 大牟田市内の観光移動の満足度 

 

鉄道の運行本

数の増加

12.1%

路線バスの運行本数の

増加

8.3%

路線バスのアクセ

ス性の改善（目的

地へ行きやすくす

る）

21.4%

大牟田市と近隣市町の

観光地を周遊する路線

バスの運行

16.0%

鉄道と路線バ

スのダイヤ接

続の改善

11.7%

タクシーの観光周遊

2.4%

あてはまるものはない

28.2%

[Q13]大牟田市内での移動を公共交通に転換する（現在公共交通を利用されている方は公共交通での

移動や大牟田市への観光頻度を増やす）とすれば、あなたにとってどれが最も効果が高いですか。

(n=206)

 

図 74 大牟田市内の観光移動で公共交通を利用する際に最も重視するもの  
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４-７ 立地適正化計画策定アンケート調査結果 

（１）市民の公共交通に対する満足度、重要度 

公共交通の満足度は、郊外部の小学校区で満足度が低くなっています。 

バス停までの徒歩時間が長い場合、満足度が低くなる傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■公共交通の満足度（バス停まで徒歩5分以内の方）

3%

11%

15%

20%

43%

30%

25%

60%

32%

29%

14%

14%

22%

16%

17%

32%

12%

0%

18%

34%

50%

23%

44%

28%

53%

42%

20%

26%

39%

38%

59%

38%

35%

27%

0%

42%

57%

31%

0%

37%

28%

22%

15%

25%

24%

29%

15%

17%

20%

16%

23%

29%

19%

24%

22%

32%

50%

16%

14%

35%

0%

23%

34%

11%

46%

25%

24%

14%

8%

11%

3%

10%

15%

24%

13%

22%

33%

5%

29%

19%

0%

16%

6%

6%

4%

14%

3%

8%

16%

6%

10%

7%

9%

3%

5%

4%

0%

5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=29)

天領(N=18)

駛馬南(N=13)

駛馬北(N=16)

天の原(N=25)

玉川(N=7)

大牟田中央(N=40)

大正(N=12)

中友(N=5)

明治(N=19)

白川(N=31)

平原(N=21)

高取(N=27)

三池(N=21)

羽山台(N=23)

銀水(N=37)

上内(N=6)

吉野(N=19)

倉永(N=7)

手鎌(N=26)

未回答(N=0)

合計(N=402)

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

25%

33%

13%

22%

25%

20%

14%

8%

16%

13%

27%

8%

33%

12%

30%

20%

50%

33%

0%

33%

50%

40%

14%

25%

15%

40%

33%

26%

38%

9%

17%

33%

25%

20%

25%

38%

22%

6%

60%

40%

43%

25%

31%

20%

33%

32%

60%

25%

18%

58%

27%

50%

50%

63%

33%

50%

22%

19%

10%

20%

14%

50%

46%

30%

33%

19%

40%

25%

45%

8%

30%

20%

10%

13%

25%

10%

14%

10%

6%

8%

33%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=10)

天領(N=10)

駛馬南(N=8)

駛馬北(N=4)

天の原(N=6)

玉川(N=8)

大牟田中央(N=9)

大正(N=16)

中友(N=10)

明治(N=5)

白川(N=7)

平原(N=4)

高取(N=13)

三池(N=20)

羽山台(N=9)

銀水(N=31)

上内(N=5)

吉野(N=8)

倉永(N=11)

手鎌(N=12)

未回答(N=3)

合計(N=209)

満足 やや満足 やや不満 不満 わからない

■公共交通の満足度（バス停まで徒歩5分以上の方）

市全体の平均 市全体の平均

バス停まで徒歩５分以上の方の満足度は、
バス停まで徒歩５分以内の方と比較して低い
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公共交通の重要度は、どの小学校区においても高くなっています。バス停までの

徒歩時間による重要度の違いは、満足度と比較すると差は無く、重要視されていま

す。 

 

56%

60%

43%

25%

67%

63%

67%

60%

71%

40%

40%

25%

64%

37%

71%

42%

40%

63%

78%

50%

52%

33%

29%

25%

17%

25%

33%

33%

60%

40%

50%

27%

53%

29%

42%

40%

38%

50%

50%

33%

11%

20%

14%

13%

7%

14%

20%

9%

11%

4%

20%

22%

8%

10%

17%

25%

4%

2%

10%

14%

50%

14%

8%

50%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=9)

天領(N=10)

駛馬南(N=7)

駛馬北(N=4)

天の原(N=6)

玉川(N=8)

大牟田中央(N=6)

大正(N=15)

中友(N=7)

明治(N=5)

白川(N=5)

平原(N=4)

高取(N=11)

三池(N=19)

羽山台(N=7)

銀水(N=26)

上内(N=5)

吉野(N=8)

倉永(N=9)

手鎌(N=10)

未回答(N=2)

合計(N=183)

重要 やや重要 やや不要 不要 わからない

48%

53%

64%

33%

74%

50%

50%

60%

75%

53%

46%

41%

44%

76%

55%

52%

25%

59%

43%

50%

0%

52%

43%

47%

27%

67%

21%

33%

42%

20%

25%

35%

43%

35%

48%

18%

35%

33%

75%

29%

57%

29%

0%

37%

4%

5%

17%

8%

10%

4%

12%

8%

9%

6%

4%

0%

5%

9%

6%

6%

4%

0%
1%

4%

10%

12%

7%

12%

6%

10%

13%

0%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=23)

天領(N=15)

駛馬南(N=11)

駛馬北(N=15)

天の原(N=19)

玉川(N=6)

大牟田中央(N=36)

大正(N=10)

中友(N=4)

明治(N=17)

白川(N=28)

平原(N=17)

高取(N=25)

三池(N=17)

羽山台(N=20)

銀水(N=33)

上内(N=4)

吉野(N=17)

倉永(N=7)

手鎌(N=24)

未回答(N=0)

合計(N=348)

重要 やや重要 やや不要 不要 わからない

■公共交通の重要度（バス停まで徒歩5分以内の方） ■公共交通の重要度（バス停まで徒歩5分以上の方）

市全体の平均 市全体の平均

バス停まで徒歩５分以上の方の重要度は、
バス停まで徒歩５分以内の方と比較して同程度
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（２）公共交通を利用しない理由 

公共交通を利用しない理由は、「運行時間が合わない」「運行便数が少ない」「目

的地まで時間がかかる」等の割合が高くなっています。バス停まで徒歩 5 分以上の

方では、「最寄りの駅やバス停が遠い」が多くなっています。 

 

9%

10%

14%

22%

19%

10%

5%

11%

13%

8%

7%

9%

30%

50%

29%

6%

33%

15%

20%

44%

9%

17%

25%

8%

14%

9%

6%

40%

10%

6%

13%

18%

5%

9%

10%

19%

20%

17%

11%

11%

9%

17%

27%

17%

9%

9%

10%

13%

22%

6%

17%

20%

8%

15%

16%

9%

8%

33%

9%

9%

10%

13%

14%

25%

11%

6%

10%

17%

15%

25%

3%

50%

25%

36%

33%

67%

15%

45%

10%

13%

80%

29%

25%

22%

19%

20%

33%

31%

5%

13%

17%

13%

9%

17%

20%

25%

20%

14%

38%

22%

19%

40%

17%

56%

40%

31%

20%

33%

31%

25%

25%

24%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=11)

天領(N=10)

駛馬南(N=8)

駛馬北(N=5)

天の原(N=7)

玉川(N=8)

大牟田中央(N=9)

大正(N=16)

中友(N=10)

明治(N=6)

白川(N=9)

平原(N=5)

高取(N=13)

三池(N=20)

羽山台(N=9)

銀水(N=32)

上内(N=6)

吉野(N=8)

倉永(N=11)

手鎌(N=12)

無回答(N=3)

合計(N=218)

運行時間が合わない 運行便数が少ない

目的地までの運賃が高い 目的地までの便がない

目的地まで時間がかかる 最寄りの駅やバス停が遠い

その他 無回答

3%

5%

7%

13%

12%

33%

12%

8%

11%

10%

24%

11%

9%

22%

5%

14%

29%

15%

0%

12%

34%

11%

36%

31%

44%

22%

22%

25%

16%

23%

10%

30%

50%

35%

41%

33%

14%

29%

35%

0%

29%

7%

11%

14%

4%

2%

17%

20%

16%

15%

5%

8%

10%

0%

6%

7%

5%

13%

4%

17%

20%

21%

6%

4%

5%

8%

17%

5%

12%

0%

6%

17%

42%

14%

19%

12%

11%

22%

8%

5%

13%

19%

4%

9%

13%

11%

17%

19%

14%

12%

0%

15%

4%

2%

5%

5%

9%

4%

14%

0%

2%

10%

11%

7%

13%

16%

22%

40%

16%

19%

10%

15%

9%

13%

8%

10%

12%

0%

12%

21%

16%

21%

13%

4%

33%

17%

25%

20%

11%

29%

33%

22%

5%

13%

19%

33%

29%

14%

15%

0%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=29)

天領(N=19)

駛馬南(N=14)

駛馬北(N=16)

天の原(N=25)

玉川(N=9)

大牟田中央(N=41)

大正(N=12)

中友(N=5)

明治(N=19)

白川(N=31)

平原(N=21)

高取(N=27)

三池(N=22)

羽山台(N=23)

銀水(N=37)

上内(N=6)

吉野(N=21)

倉永(N=7)

手鎌(N=26)

無回答(N=0)

合計(N=410)

運行時間が合わない 運行便数が少ない

目的地までの運賃が高い 目的地までの便がない

目的地まで時間がかかる 最寄りの駅やバス停が遠い

その他 無回答

■公共交通を利用しない理由
（バス停まで徒歩5分以内の方）

■公共交通を利用しない理由
（バス停まで徒歩5分以上の方）

バス停まで徒歩５分以上の方の利用しない理由は、
バス停まで徒歩５分以内の方と比較し、
「最寄の駅やバス停が遠い」の割合が高い
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（３）市民の公共交通に関する改善要望 

公共交通の改善要望は、「運行時間帯の利便性を向上」、「運行本数を増やす」等

の割合が高くなっています。バス停まで徒歩 5 分以上の方では、「駅・バス停を近

くに増やす」の割合が高くなっています。 
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11%

16%

19%

15%
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17%

19%

4%
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10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=29)

天領(N=19)

駛馬南(N=14)

駛馬北(N=16)

天の原(N=25)

玉川(N=9)

大牟田中央(N=41)

大正(N=12)

中友(N=5)

明治(N=19)

白川(N=31)

平原(N=21)

高取(N=27)

三池(N=22)

羽山台(N=23)

銀水(N=37)

上内(N=6)

吉野(N=21)

倉永(N=7)

手鎌(N=26)

無回答(N=0)

合計(N=410)

運行時間帯の利便性を向上 運行本数を増やす

運賃が安くなる 運行路線を変更する

所要時間が短くなる 駅・バス停を近くに増やす

その他 無回答
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30%

17%
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30%

16%

17%

13%

45%

42%

17%

36%

40%

25%

10%

17%

15%

17%
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6%

9%

20%

25%

20%

14%

25%

11%

13%

20%

17%

44%

20%

15%

20%

33%

22%

13%

9%

17%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

みなと(N=11)

天領(N=10)

駛馬南(N=8)

駛馬北(N=5)

天の原(N=7)

玉川(N=8)

大牟田中央(N=9)

大正(N=16)

中友(N=10)

明治(N=6)

白川(N=9)

平原(N=5)

高取(N=13)

三池(N=20)

羽山台(N=9)

銀水(N=32)

上内(N=6)

吉野(N=8)

倉永(N=11)

手鎌(N=12)

無回答(N=3)

合計(N=218)

運行時間帯の利便性を向上 運行本数を増やす

運賃が安くなる 運行路線を変更する

所要時間が短くなる 駅・バス停を近くに増やす

その他 無回答

■公共交通の改善要望
（バス停まで徒歩5分以内の方）

■公共交通の改善要望
（バス停まで徒歩5分以上の方）

バス停まで徒歩５分以上の方の改善要望は、
バス停まで徒歩５分以内の方と比較し、
「駅やバス停を近くに増やす」の割合が高い
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４-８ 荒尾市、みやま市でのアンケート調査結果 

（１）荒尾市から大牟田市への移動状況（荒尾市の市民アンケート調査より） 

荒尾市から大牟田市への移動は、高齢者、勤労世代ともに、通勤や娯楽・イベン

ト参加で一定の移動が見られます。 

 

図 75 高齢者（65歳以上）の移動目的ごとの移動先 

 

図 76 勤労世代（19～64歳）の移動目的ごとの移動先 

 



第４章 市民等の移動実態・ニーズ 

 

－78－ 

外出時の移動手段は、高齢者、勤労世代ともに、自家用車が多くなっています。

高齢者は勤労世代と比較して、自家用車（家族・知人の送迎）及び路線バスの割合

が高くなっています。 

 

図 77 高齢者（65歳以上）の移動目的ごとの移動手段 

 

 

図 78 勤労世代（19～64歳）の移動目的ごとの移動手段 

 

 

 

 

 

 



第４章 市民等の移動実態・ニーズ 

 

－79－ 

（２）荒尾市から大牟田市への移動状況（荒尾市の高校生アンケート調査より） 

荒尾市に居住する高校生の休日の移動先は、荒尾市内と同程度で大牟田市が多く

なっています。 

大牟田市内の移動先は、イオンモール大牟田が多くなっています。 

移動手段は、JR が多いほか、自家用車（家族の送迎）も多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 79 荒尾市内居住高校生の休日の外出先及び移動手段 
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（３）公共交通の改善ニーズ（荒尾市の市民アンケート調査より） 

荒尾市民において、公共交通を改善する際に重視することは、高齢者、勤労世代

ともに「１日のバスの運行本数」が多くなっていますが、「バスや JR 等との接続（乗

り継ぎ）」も多くなっています。 

 

 

図 80 公共交通を改善する際に求める内容 

高齢者（65 歳以上） 

勤労世代（19～64歳） 
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（４）みやま市から大牟田市への移動状況（みやま市の市民アンケート調査より） 

みやま市から大牟田市への移動については、みやま市の南部（高田地区）から大

牟田市へ、買い物や通院での移動が多く発生しています。移動手段は、買い物、通

院ともに自動車での移動が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 81 みやま市民の買い物先及び買い物の移動手段 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 82 みやま市民の通院先及び通院の移動手段 

高田地区は 

自地区の他、 

大牟田市へ 

外出している 
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４-９ 調査結果のまとめ 

（１）市内外の移動 

把握されたこと 課題として考えられること 

【市民アンケート調査より】 

・大牟田市と周辺市町間の移動では、荒

尾市や柳川市、みやま市等からの流

入・流出ともに多くみられる状況で

す。県内との移動手段は鉄道の割合が

高く、荒尾市との移動手段は自動車の

割合が高い状況です。 

・高齢者が将来の移動への不安を感じて

いる割合が高い傾向にあります。 

【荒尾市のアンケート調査結果より】 

・高齢者、勤労世代ともに、娯楽やイベ

ント参加等で、荒尾市から大牟田市へ

の移動が多く見られますが、移動手段

は自動車が主となっています。 

・休日での高校生による荒尾市から大牟

田市への移動も多く、その目的地はイ

オンモール大牟田が多くなっていま

す。 

・公共交通を改善する際に重視すること

として、バスの運行本数の増加が最も

多いですが、路線バスや JR 等との接

続（乗り継ぎ）も多くなっています。 

【みやま市のアンケート調査結果より】 

・買い物や通院目的で、みやま市南部か

ら大牟田市への移動が多く見られま

すが、自動車での移動が主となってい

ます。 

【観光来訪者 WEB アンケート調査結果より】 

・観光での来訪及び周遊の手段は自動車

がほとんどですが、鉄道等での来訪も

あります。 

 

 

 

→大牟田市と荒尾市やみやま市等の周

辺市町間で、自動車による移動が多く

なっています。高齢化が進む中、自動

車の運転ができなくなった場合には、

移動困難者となる可能性があります。

その際、現在行っている市外移動を支

える交通手段が必要となります。 

 

 

→休日での高校生による荒尾市から大

牟田市（イオンモール大牟田）への移

動が多い傾向にあることから、高校生

に対する大牟田市側への交通手段が

必要となります。また、公共交通の改

善として、バスや JR の接続等が求め

られています。 

 

 

 

 

 

→大牟田市とみやま市が隣接する地域

では両市間の移動が多い傾向にある

ことから、この地域の移動を公共交通

でも確保することが求められていま

す。 

→観光客の公共交通へのニーズへとし

て、観光地への路線バスによるアクセ

スや鉄道と路線バスの接続等が求め

られています。 
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・公共交通へのニーズとして、路線バス

での観光地へのアクセス、鉄道と路線

バスの接続が多くなっています。 

 

 

（２）市内の移動 

把握されたこと 課題として考えられること 

【市民アンケート調査より】 

・大牟田市内の移動は、居住地域もしく

は中央地域を目的地とした移動が多

い状況です。 

・買い物や通院、私事の移動先として、

居住する地域外への移動も多くみら

れます。 

 

→市内移動として、各地域から市中心部

への移動が多くなっています。高齢化

が進む中、自動車の運転ができなくな

った場合には、移動困難者となる可能

性があります。その際、現在行ってい

る各地域と市中心部とを結ぶ交通手

段が必要となります。 

 

【市民アンケート調査より】 

・主な移動手段は自動車が多い傾向にあ

りますが、65 歳以上は 65 歳未満の年

齢層と比較して、路線バスの利用が見

られるほか、自動車（送迎）での移動

が多くなっています。 

 

→高齢者は普段の移動で路線バスを利

用している方が一定数見られるため、

移動手段の確保として、公共交通を維

持していくことが求められます。 

→また、家族等の送迎で移動している方

も見られますが、運転者の高齢化等に

より送迎が受けにくくなる可能性も

あります。 
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（３）満足度・ニーズ 

把握されたこと 課題として考えられること 

【市民アンケート調査より】 

・公共交通利用者は移動の満足度が低く

なっている傾向にあり、さらに将来の

不安も高い傾向にあります。 

 

【公共交通利用者、買い物施設来訪者ア

ンケート調査結果より】 

・移動の満足度が市民アンケート調査結

果と比較して低くなっており、将来の

移動への不安も高くなっています。 

 

 

→外出において公共交通を必要として

いる方に対しての移動手段の維持・確

保をすることで、移動の満足度を高

め、また将来の不安を軽減させていく

ことが求められます。 

 

【立地適正化計画策定時のアンケート

調査より】 

・公共交通に対する満足度は、駛馬南小

や駛馬北小、天の原小や玉川小等を中

心に、郊外部の小学校区で満足度が低

くなっています。 

・路線バス停から徒歩 5 分以上に居住の

方は、鉄道駅や路線バス停を近くに増

やすことに対する意見が多くなって

います。 

 

→満足度向上に向けた対応が求められ

ています。 

 

 

 

→路線バス停から離れて居住する方は、

路線バス停を近くにしてほしいとい

うニーズがあり、今後の高齢化の進展

に伴いこのようなニーズがさらに高

まる可能性があります。 
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第５章 地域公共交通の課題整理 

５-１ 大牟田市における公共交通の課題（３つの課題） 

前章までの現状整理、地域公共交通の状況、市民の移動実態・ニーズの整理を踏

まえ、大牟田市における公共交通の課題は 3 つの視点から整理できます。 

 

課題１．市内の移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒公共交通利用者減少に歯止めをかける対応、将来の人口減少・高齢化を 

見据えた市内の移動を支える公共交通の検討、維持・確保が必要                 

 

大牟田市の移動実態を見ると、通勤や通学、買い物、通院等について、市内での流

動が多い状況にあります。このような中、大牟田市の公共交通には、鉄道、路線バス、

高速船、タクシー等があり、鉄道やバスの路線網が大牟田駅等の市中心部から放射状

に広く運行されており、駅やバス停までの徒歩圏内に居住している人口も８割を超え

ている等充実した公共交通網といえます。しかし、大牟田市の公共交通（鉄道・バス）

利用者は、人口減少等に伴い昭和 40 年頃をピークとして減少傾向にあり、この減少

に歯止めをかけるために、公共交通環境の維持・確保が必要となります。 

観光面では、三池炭鉱関連施設の世界文化遺産登録を契機として、それらを含む地

域資源を活用し、大牟田市への更なる誘客促進と地域経済の活性化を目指しているな

か、公共交通でのアクセスが不便な観光地もあり、観光客数の維持・増加に向け、公

共交通でのアクセス強化、周遊性の確保が必要です。 

また、人口減少・高齢化を見据えた持続可能なまちづくりとして、都市計画マスタ

ープラン（改定中）や立地適正化計画があり、将来の都市のコンパクト化と公共交通

網の充実が必要です（都市のコンパクトシティ・プラス・ネットワーク化）。 

 

 

課題２．広域な移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒周辺地域との流動を支える公共交通の維持・確保が必要                 

 

近隣を含めた移動実態を見ると、荒尾市やその他の周辺市町（みやま市、南関町等）

との通勤や通学において流動が多くみられます。特に隣接する荒尾市とは市街地が連

坦しており、鉄道と路線バスのネットワークがあること、利用実績も多いことから、

繋がりが深いと言えます。 

このように、広域な移動実態に対して、市内と市外を結ぶネットワークとして鉄道

や広域路線バスが整備されていますが、人口減少・高齢化に伴い鉄道や路線バスの利

用者数は減少傾向にあります。 

近隣市町で構成する有明定住自立圏では、大牟田市は中心市として第 2 次有明圏域

定住自立圏共生ビジョンを策定し、圏域内における通勤や通学、通院等の利便性向上
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に向け、圏域内を結ぶ公共交通ネットワークの強化、公共交通の維持・確保、利用促

進に向けた取組みを進めることとしています。 

これらにより、周辺地域との流動を支える公共交通の維持・確保が必要となります。 

 

課題３．人口減少下における公共交通の維持・確保に向けた利用促進が必要 

⇒市民、関係者一体となった公共交通利用促進の取組みが必要                 

 

大牟田市は将来的に人口減少が予想されていますが、将来の人口減少や少子高齢化

を踏まえますと、公共交通の利用者は今後減少していく可能性があるといえます。そ

のような傾向が進めば、公共交通網の将来にわたっての維持・確保が困難になるとい

った懸念があります。 

将来的な人口減少により公共交通の利用者が更に減少し、これを受け公共交通サー

ビスが低下して利用者数が更に減少するという負のスパイラルに陥ることが考えら

れます。 

このため、市民、関係者一体となった公共交通の維持・確保に向けた利用促進の取

組みが必要となります。 
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５-２ 大牟田市における公共交通の個別課題 

前項に示した３つの課題に対して個別の課題を以下に整理します。 

課題１に対しては８つの個別課題、課題２に対しては３つの個別課題、課題３に

対しては１つの個別課題として、詳細について次頁より整理します。 

 

 

課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 

課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 

課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 

課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 

課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 

課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

課題１－④ 交通弱者への対応 

課題１－③ 観光移動への対応 

課題１－⑥ 待合環境の改善 

課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 

課題１－⑤ 交通空白地域の解消 

課題１－② 効率的な公共交通網の形成 

課題１．市内の移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒公共交通利用者減少に歯止めをかける対応、将来の人口減少・高齢化を 

見据えた市内の移動を支える公共交通の検討、維持・確保が必要 

課題２．広域な移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒周辺地域との流動を支える公共交通の維持・確保が必要 

課題３．人口減少下における公共交通の利用促進が必要 

⇒市民、関係者と一体となった公共交通利用促進の取組みが必要 
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課題１．市内の移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒公共交通利用者減少に歯止めをかける対応、将来の人口減少・高齢化を 

見据えた市内の移動を支える公共交通の検討、維持・確保が必要               

1-1 

 

・市内の路線バスのほとんどは国道 208号の市中心部を運行しており、この区間は運

行本数が最も多く、大牟田駅～東新町間で出発もしくは到着する利用者も多いです。 

・国道 208号には多くの系統が乗り入れるため、サービス水準（運行本数）が高い一

方、多様な路線が運行するため、利用の際に分かりにくい可能性があります。 

→路線バスの幹線軸として市中心部（国道 208号）でのサービス水準が高い状況（運

行本数が充実）の維持が必要です。 

→利用時のわかりやすさ（主要バス停での路線図の表示、時刻表の見やすさ改善等、

行先に合わせた利用するバスの選択のしやすさ）の確保が必要です。 

 

課題１－① 中心部（国道 208号）の密な運行の維持 

 

図 83 路線バスの区間別運行本数、バス停別利用者数 

幹線軸として市中心部でのサービスが高い状況の維持が必要 

利用時のわかりやすさの確保が必要 

運行本数が多く、 

利用者数も多い区間 

 

大牟田駅 
東新町 

西鉄大牟田営業所 

大牟田駅～東新町間 

→路線バスは１日 120 本以上が運行 

→ピーク時は 10分に 1本と充実 
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1-2 

 

○非効率な運行路線の改善 

・系統別の利用状況では、１便／日の

利用者数が 1.0 人を下回る系統があ

る等、運行が非効率な系統が存在し

ます。 

・路線の利用実態をみると、市中心部

（大牟田駅～東新町）の乗降が多く、

また地域拠点周辺においても乗降

が多い状況にあります。 

→利用が少ない系統等非効率な路線

の改善が必要です。 

→市中心部へのバス利用が多いため、

今後も中心市街地活性化と連携し

た公共交通網の形成が必要です。 

→将来の人口減少・高齢化に対応した

都市拠点、地域拠点を結ぶ路線の維

持が必要です。 

                     図 84 大牟田市の系統別の運行本数、利用者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 85 区間別利用状況 

※西鉄バス提供データより整理 
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市中心部（大牟田駅～東新町）の
乗降が集中

地域拠点周辺(吉野周辺）に
おいても乗降が多い

地域拠点周辺（吉野周辺）に
おいても乗降が多い

都市拠点、地域拠点を中心とした路線の維持が必要中心部と各拠点を結ぶ 

路線の維持が必要 

■吉野、南関方面（55、57系統）

■黒崎団地、普光寺方面（10、18系統）

■上官方面（15、16、21、25系統）■荒尾、三池方面（1、2、4、7系統）

■グリーンランド線

■帝京大学線

■イオンモール線

■三池港線

新大牟田駅

東新町

大牟田駅

大牟田営業所

三池港

市中心部（大牟田駅～東新町）の

乗降が集中 
今後拠点となる周辺（地域拠点周辺）

においても乗降が多い 

運行本数（便/日）
平日 土曜 日祝

57 大牟田営業所-大牟田駅･北吉野（循環）-大牟田営業所 23 21 28 17.7
57 大牟田営業所-大牟田駅･北吉野（循環）-市立病院 10 3 0 23.5
57 市立病院-大牟田駅･北吉野（循環）-大牟田営業所 10 3 0 24.9
57 市立病院-大牟田駅･北吉野（循環）-市立病院 0 1 0 15.4
55 大牟田営業所-市立病院・大牟田駅・新大牟田駅-南関 28 28 26 14.6
25 大牟田営業所-市立病院・大牟田駅・上町-庄山 19 18 15 6.6
15 ゆめタウン大牟田-大牟田駅・笹林町-有明高専前 40 35 30 11.1
21 ゆめタウン大牟田-大牟田駅・笹林町-新勝立四丁目 7 9 11 7.5
16 ゆめタウン大牟田-大牟田駅・笹林町-倉掛 8 4 5 9.4
16 ゆめタウン大牟田-大牟田駅・笹林町-万田坑 0 9 9 3.1
15 大牟田駅前-笹林町-有明高専前 33 16 15 12.3
21 大牟田駅前-笹林町-新勝立四丁目 12 10 8 3.8
16 大牟田駅前-笹林町-倉掛 13 6 3 3.9
16 大牟田駅前-笹林町-万田坑 0 1 1 0.2
10 大牟田営業所-市立病院・大牟田駅-普光寺 16 16 16 10.9
10 大牟田営業所-大牟田駅-普光寺 0 2 0 4.5
10 大牟田営業所-大牟田駅-米の山 18 16 18 9.0
18 大牟田営業所-市立病院・大牟田駅-黒崎団地前 9 10 0 15.6
18 大牟田営業所-大牟田駅・新栄町-黒崎団地前 16 17 23 7.5
18 新栄町--黒崎団地前 8 0 0 0.3
10 大牟田駅前--米の山 9 10 6 4.4
18 大牟田駅前-新栄町-黒崎団地前 6 4 4 3.7
10 大牟田駅前--普光寺 4 2 4 4.0
無 大牟田営業所-大牟田駅-三池中町 1 4 0 7.1
4 大牟田営業所-大牟田駅・高泉団地-三池中町 2 2 5 24.3
2 荒尾駅前-右京町・大牟田駅-三池中町 1 3 2 38.4
2 荒尾駅前-右京町・大牟田駅・高泉団地-三池中町 2 0 0 12.8
2 荒尾駅前-右京町・大牟田駅-久福木団地 28 21 20 18.0
4 荒尾駅前-天領橋・大牟田駅・高泉団地-三池中町 20 17 13 14.3
1 大牟田営業所-大牟田駅-久福木団地 2 5 4 14.6
7 市立病院-大牟田駅・高泉団地-三池中町 6 3 0 21.7
4 荒尾駅前-天領橋・大牟田駅-ゆめタウン大牟田 7 6 4 10.0
無 三池港--駅西口 8 8 8 5.8

ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ線 無 大牟田駅--ホテルヴェルデ前 19 30 30 18.0
ｲｵﾝﾓｰﾙ線 無 駅西口--イオンモール大牟田 50 50 50 7.5
帝京大学線 無 駅西口--帝京大学福岡キャンパス 23 0 0 10.1

無 荒尾駅-福岡空港国際線 1 1 1 -
無 荒尾駅-新大牟田駅-福岡空港国際線 8 8 8 -
無 福岡空港国内線-新大牟田駅-荒尾駅 9 9 9 -
無 ホテルヴェルデ前-新大牟田駅-福岡空港国際線 3 3 3 -
無 福岡空港国内線-新大牟田駅-ホテルヴェルデ前 3 3 3 -

米の山
黒崎団地線

大牟田
市内線

高速バス

路線
系統
番号

運行区間

吉野線

上官線

1便あたり
利用者数

利用が少ない系統など非効率な路線の改善が必要 

◆大牟田市の系統別の運行本数、利用者数 

利用が少ない系統の存在 1 便あたり 0.2名利用 

1 便あたり 0.3名利用 
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・大牟田市では、三池炭鉱関連施設の世界文化遺産登録を契機として、それらを含む

地域資源を活用し、大牟田市への更なる誘客促進と地域経済の活性化を目指してい

ます。 

・大牟田市全体での観光客数は近年減少傾向にありますが、大牟田市動物園や石炭産

業科学館等の観光客数は増加傾向にあります。 

・大牟田市動物園は路線バスのバス停から離れて立地している状況にあります。 

・観光施設は市南部に多く点在し、公共交通でのアクセスが不便な観光地も一部あり

ます。 

・西日本鉄道では観光列車の導入を検討しており、大牟田駅から観光施設群への公共

交通等によるアクセス確保が必要です。 

→観光客数の維持、増加に向け、観光施設への公共交通でのアクセスの強化が必要で

す。 

→主要な観光施設間を周遊可能な移動手段の確保が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 86 路線バス網と大牟田市動物園の位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 87 路線バス網と主要観光施設の立地状況 

凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

路線バス（西鉄バス大牟田）

路線バス（西鉄バス大牟田）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路（10,000-）

種別, トンネルフラグ

高速自動車国道等, 0

高速自動車国道等, 1

国道, 0

国道, 1

都道府県道, 0

都道府県道, 1

市区町村道等, 0

市区町村道等, 1

市区町村道等（庭園路・徒歩道）, 0

市区町村道等（庭園路・徒歩道）, 1

その他, 0

その他, 1

課題１－③ 観光移動への対応 

 

 

大牟田駅 
石炭産業科学館 

三池港 

三池炭鉱宮原坑 

三池炭鉱万田坑 

大牟田市動物園 三川坑跡 

世界遺産関連資産 

その他の主要観光地 

三池カルタ・歴史資料館 

旧長崎税関 

三池税関支署 

観光施設への公共交通で

のアクセス強化が必要 

主要な観光施設間を周遊

可能な移動手段の確保が

必要 

大牟田市動物園 

警察署前バス停 

（動物園まで徒歩約 10分） 

大牟田駅前バス停 

（動物園まで徒歩約 20分） 

市立病院バス停 

N

凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

バス運行本数（平日）

1 - 30本/日（～1往復/時）

31 - 60本/日（1～2往復/時）

61 - 90本/日（2～3往復/時）

91 - 120本/日（3～4往復/時）

121本/日以上（4往復/時以上）

N
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【高齢化の進展】 

・大牟田市は高齢化が進んでおり、近年の高齢者による自動車運転事故の懸念等を踏

まえた自動車運転免許返納により、今後さらに買い物や通院等の外出が困難な高齢

者が増えることが考えられます。 

【高齢者の移動実態】 

・高齢者は日常的な移動として、買い物や通院が多くなっています。これらの移動に

ついては、将来（概ね 10 年後）に対する不安が大きくなっています。 

・高齢者は自動車（運転または送迎）での利用が中心となっている他、病院等へのタ

クシー利用も見られます。 

【高齢者等交通弱者の移動に関する課題認識】（社会福祉協議会ヒアリングより） 

・大牟田市は高齢者単身世帯が多く、路線バスが撤退した場合、高齢者等の生活に支

障となる可能性があります。 

・買い物施設やバス停から離れた地域について、買い物移動等への対応が必要です。 

【地域主体の交通手段の制度化】 

・倉永地区や三池地区では、その必要性から地域が主体となってバスを運行していま

す。制度の改正等も行われており、それらに合わせた整理が必要です。 

→増加する交通弱者の対応として、買い物や通院での移動手段の確保、路線バスの維

持に向けた利用促進の推進が必要です。 

→地域主体のバスについて、制度や運営面での検討が必要です。 

11

0

25

170

38

87

通勤

通学

仕事

買い物

通院

その他

   

 

図 88 65歳以上の方の移動目的と移動目的ごとの移動手段（市民アンケート調査より） 

不安はない

22.5%

28.0%

17.7%

15.9%

13.7%

不安がある

77.5%

72.0%

82.3%

84.1%

86.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

通勤・仕事(N=40)

通学(N=25)

買い物(N=113)

通院(N=113)

総合的な移動(N=117)

   
図 89 65歳以上の方の将来の移動への不安  図 90 福岡県、大牟田市の免許自主返納者数の推移 

鉄道

（JR）

4%

1%

1%

1%

鉄道

（西鉄）

4%

9%

10%

11%

9%

路線

バス

9%

11%

19%

11%

13%

自動車

（運転）

67%

65%

48%

34%

42%

45%

自動車

（送迎）

8%

9%

10%

11%

9%

10%

タクシー

3%

8%

6%

4%

原付・

バイク

17%

4%

3%

2%

6%

4%

自転車

8%

4%

8%

7%

8%

7%

徒歩

6%

6%

6%

5%

その他

1%

2%

2%

2%

凡例

通勤(N=12)

通学(N=0)

仕事(N=23)

買い物(N=150)

通院(N=90)

その他(N=53)

合計(N=334)

課題１－④ 交通弱者への対応 

 

 

（市民アンケート調査より） （出典：福岡県警 交通年鑑、大牟田市資料） 

申請者（人）
H29.4 72
H29.5 26
H29.6 29
H29.7 25
H29.8 34
H29.9 38
H29.10 11
合計 235
※H29.4より開始

大牟田市運転免許自主

返納支援事業申請者数 291

277

734

2,668

4,387

5,798

平成21年

平成22年

平成23年

平成24年

平成25年

平成26年

単位：人/年 

※平成 29年 4 月より開始 
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・大牟田市での鉄道、路線バス、倉永地区生活循環バスによる人口カバー率（徒歩圏

内居住人口）は 8 割を超えており、周辺市町と比較しても高い状況にあります。一

方で、鉄道や路線バスでカバーされていない地域も残っています。 

→公共交通網まで徒歩圏外の地域への対応が必要です。 

 

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

208

93

93

10

10

3

3

5 5

18

ＪＲ鹿児島本線西鉄天神大牟田線

 

図 91 公共交通によるカバー状況（鉄道駅 800m、バス停 300m 圏域）  

81%

72%

56%

34%

93%

40%

51%

79%

大牟田市

久留米市

柳川市

みやま市

荒尾市

南関町

玉名市

長洲町

福
岡
県
内

熊
本
県

 

図 92 大牟田市及び周辺市町の鉄道、路線バスによる人口カバー状況 

※周辺市町は国土数値情報の鉄道、路線バス情報より整理 

※荒尾市は平成 29 年検討時の数値（荒尾市地域公共交通活性化協議会資料より） 

課題１－⑤ 公共交通空白地域の解消 

人口総数
(平成27年)

カバー人口
(平成27年)

人口カバー
率（％）

大牟田市
全域

117,738 95,729 81.3%

N
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（路線バス停） 

・中心市街地では、鉄道と路線バスが接続し、大牟田駅を中心として各方面への路線

バスが集中して運行しています。 

・バス停上屋等の施設は、バス利用者を日差しや降雨等から守る休憩所となりますが、

バス利用者が多い中心市街地には、老朽化、または未整備の箇所があります。 

・大牟田市では、中心市街地活性化基本計画を策定し、中心市街地活性化に向けた取

組みを実施しています。 

→中心市街地活性化エリアでのバス利用者が多いバス停において、優先的にバス停上

屋等の新規設置や更新の整備を推進することにより、バス利用者の利便性を向上し、

利用促進を図ることが必要です。 

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

5

208

93

93

10

10

3

5

18

凡例
鉄道駅（屋根、ベンチ、トイレが整備）
高速船ターミナル（屋根、ベンチ、トイレが整備）

 

築町

旭町 東新町

栄町
ゆめタウン大牟田

有明町

大牟田駅前

大牟田文化館前

新栄町

新栄町南通り

新栄町北通り

駅西口

図 93 主要交通結節点、路線バス停の整備状況 

課題１－⑥ 待合環境の改善 

 

中心市街地活性化基本計画における、中

心市街地活性化エリア内のバス停につ

いては、利用者が多いため待合環境（屋

根やベンチ）の整備が必要 

凡例

路線バス停の待合環境の整備状況

屋根、ベンチ、表示板あり

屋根、表示板あり

ベンチ、表示板あり

表示板のみあり

表示板等の目印なし

路線バス

路線バス

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

■バス停の乗降者数ランキング

大牟田駅前 2,118 1
有明高専前 642 2
駅西口 472 3
東新町 423 4
イオンモール 228 5
旭町 204 6
築町 171 7
ゆめタウン 163 9
有明町 160 10

栄町 76 22

文化会館前 76 22
新栄町 52 38
新栄町北通り 9 122
新栄町南通り 7 126

合計

中心市街地活性化エリアのバス停

※平成28年5月の平日1日の乗降人数
※交通事業者より提供

3,931人/日

※合計は中心市街地活性化エリアの
バス停のみ対象

乗降人数
（人/日）

順位
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（鉄道駅） 

・鉄道駅は、利用者が多く、本市における主要な玄関口となっています。 

・一方、老朽化や施設の不備等利用環境として劣っている駅も存在しています。 

・利用者の利便性を確保・向上し、利用促進を目指す必要があります。 

→鉄道駅の待合環境整備に向けた検討が必要となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 94 大牟田市内の鉄道駅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 95 鉄道駅の利用状況 

 

 

8,579
4,311

741

442

1,296

356

6,028

1,338

982

1,092

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000

大牟田駅

新栄町駅

銀水駅

東甘木駅

倉永駅

渡瀬駅

大牟田駅

銀水駅

吉野駅

新大牟田駅

鉄道駅 

JR九州新幹線 

JR鹿児島本線 

西鉄天神大牟田線 

利用者数（人/日）※平成 28年度 

新大牟田駅 

吉野駅 

西鉄渡瀬駅 

倉永駅 

大牟田駅 

新栄町駅 

西鉄銀水駅 銀水駅 

東甘木駅 

西鉄銀水駅 

西鉄渡瀬駅 

西鉄天神 

大牟田線 

JR鹿児島本線 

人/日 

JR九州新幹線 

N
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・大牟田市では、鉄道や路線バス、倉永地区生活循環バス等地域主体の交通手段の他、

私立高校のスクールバスが市外から市内への通学移動手段として運行しており、ま

た、その他施設（温泉施設、宿泊施設、児童施設等）での送迎バスも運行されてい

る等、多様な移動手段が存在します。 

→公共交通とその他の移動手段の役割を明確にして、それぞれが連携することで交通

ネットワークの強化に繋げることが必要です。 

 

白石タクシー（株）

冨士タクシー（株）

不知火タクシー（有）

（有）安全タクシー

鹿田タクシー（株）

初島タクシー（有）

（有）みつわタクシー

三池港

高速船（島原港行き）
⇒１日４往復

三池港

島原港

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

208

こだまタクシー（株）

有明交通（株）

93

93

10

10

3

3

5

5

18

【凡例】
タクシー事業者の所在地
タクシー事業者の所在地
（リムジンタクシー運行）
高速船ターミナル

大牟田駅～九州佐賀国際空港間の
リムジンタクシー（予約状況に応じて運行）

ＪＲ鹿児島
本線

凡例
幼稚園
特別支援学校等

大牟田特別
支援学校

10

大牟田温泉「満月の湯」

ホテルセキア

私立大牟田高校

私立誠修高校

私立明光学園高校

白石タクシー（株）

富士タクシー（株）

不知火タクシー（有）

（有）安全タクシー

鹿田タクシー（株）

中央タクシー（株）

初島タクシー（有）

（有）みつわタクシー

三池港

高速船（島原港行き）
⇒１日４往復

三池港

島原港

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

208

こだまタクシー（株）

有明交通（株）

93

93

10

10

3

3

5

5

18

※

【凡例】
タクシー事業者の所在地
タクシー事業者の所在地
（リムジンタクシー運行）
高速船ターミナル

大牟田駅～佐賀空港間のリムジンタクシー
（予約状況に応じて運行）

N

倉永地区生活循環バス停

路線バス停（西鉄バス大牟田）

三池地区サンキューバス停

路線バス（西鉄バス大牟田）

倉永地区生活循環バス

三池地区サンキューバス

大川 八女

玉名 山鹿

 

 

 

 

図 96 市内の交通網  

 

 

 

 

課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 

周辺市町からのスクールバスが運行している私立高校 

スクールバスの運行方面 

温泉、宿泊施設 
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【人口減少下での将来都市像】 

・市全体での将来の人口減少、高齢化の進展が想定される中、都市計画マスタープラ

ン（改定中）や立地適正化計画では、都市拠点、地域拠点、地区拠点を設定し、コ

ンパクトなまちづくりを推進するとしています。 

【公共交通網の現状】 

・大牟田市の路線バス網は市中心部から各方面に放射状に展開しており、都市拠点、

地域拠点を結んでいます。 

・市中心部から各方面への路線バスは、1 時間に 1 往復以上の運行となっており、運

行本数は充実しています。 

→都市拠点と地域拠点との移動を確保する公共交通の検討、維持・確保が必要となり

ます。 

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

208

93

93

10

10

3

3

5 5

18地域拠点

都市拠点

地域拠点（手鎌）

地域拠点（吉野）

地域拠点（三池）

地域拠点（勝立）
地域拠点（三川）

都市拠点

地区拠点

ＪＲ鹿児島本線
西鉄天神大牟田線

 

 

 

図 97 市内拠点と公共交通網  

 

 

 

 

 

課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 

都市拠点と地域拠点との移動を確保する公共交通の検討、維持・確保が必要 

凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

バス運行本数（平日）

1 - 30本/日（～1往復/時）

31 - 60本/日（1～2往復/時）

61 - 90本/日（2～3往復/時）

91 - 120本/日（3～4往復/時）

121本/日以上（4往復/時以上）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

H27人口密度

（人/ha）

0人/ha

20人/ha未満

20～30人/ha未満

30～40人/ha未満

40～100人/ha未満

100人/ha以上

N
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課題２．広域な移動を支える公共交通の確保が必要 

⇒周辺地域との流動を支える公共交通の維持・確保が必要 

 

2-1 

【荒尾市との連携】 

・大牟田市と荒尾市については市街地が連坦しており、鉄道（JR）と路線バス（4 路

線 16 系統）のネットワークがあります。 

・周辺市町の中でも特に荒尾市から大牟田市内への通勤、通学流動が多いほか、休日

は大牟田市内の商業施設（イオンモール大牟田等）への移動が多い状況です。 

・荒尾駅－大牟田駅間のバス利用者１月あたり約 620 名（平成 28 年 5 月実績、事業

者提供データより）であり、そのうち約４割が荒尾市内のバス停を発着としている

ことから、両市間を結ぶ路線バスは、利用者数も多く、都市間路線として機能して

います。 

・上記より、大牟田市と荒尾市の繋がりが深い状況といえます。 

→大牟田市と荒尾市を結ぶ鉄道の維持、路線バスの維持・拡充、鉄道と路線バスの接

続改善、路線維持に向けた利用促進策等が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 98 大牟田市と荒尾市の公共交通による接続 

 

 

 

 

 

 

 

図 99 荒尾市在住高校生の休日の外出先（出典：荒尾市実施の高校生アンケート調査） 

 

課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 

 

 

 

（人） 

＜鉄道（JR）＞ 

 運行本数  上下 136本/日（平日） 

 

＜路線バス（西鉄バス）＞ 

 運行本数  上下 141本/日（平日） 

 

○上官線（倉掛、万田坑行（16系統）、庄山行（25系統）） 

   利用者数 251人/日 

   運行本数 平日 40便/日、土曜 38便/日、日祝 33便/日 

 ○大牟田市内線（荒尾行（2、4系統）） 

   利用者数 862人/日 

   運行本数 平日 58便/日、土曜 47便/日、日祝 39便/日 

 ○グリーンランド線 

   利用者数 409人/日 

   運行本数 平日 19便/日、土曜・日祝 30便/日 

 ○高速バス（荒尾～福岡空港） 

   運行本数 平日・土曜・日祝 24便/日 

 
〔平成 29年 12月現在〕 

路線バス（上官線） 

（倉掛、万田坑行（16 系統）） 

（庄山行（25 系統）） 

大牟田駅 

荒尾駅 

JR鹿児島本線 

西鉄天神 

大牟田線 

路線バス（大牟田市内線） 

（荒尾行（2、4 系統）） 

路線バス（グリーンランド線） 

大牟田市 

荒尾市 

高速バス 

（荒尾-福岡空港） 
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【みやま市との連携】 

・大牟田市とみやま市を結ぶ公共交通は鉄道のみで、路線バスは運行していませんが、

みやま市南部（高岡地区）から大牟田市へ、買い物や通院での移動が見られます。 

・大牟田市では倉永地区生活循環バスが市境付近を運行しています。また、みやま市

の福祉バスは大牟田市とみやま市の市境まで運行しており、福祉バスのバス停は市

境に位置しています。 

・また、みやま市の福祉バスは今年度策定予定の地域公共交通網形成計画で見直し（コ

ミュニティバス化）が検討されています。 

→みやま市との間には、大牟田市内の生活循環バスと連携した地域間公共交通網の検

討が必要です。 

→大牟田市とみやま市を結ぶ鉄道の維持が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

図 100 みやま市での買い物、通院での移動状況 

（出典：みやま市実施の市民アンケート調査） 

高田地区は自治

区の他、大牟田

市へ外出してい

る 

【買い物】 

【通 院】 
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図 101 みやま市の公共交通体系図 

白石タクシー（株）

冨士タクシー（株）

不知火タクシー（有）

（有）安全タクシー

鹿田タクシー（株）

初島タクシー（有）

（有）みつわタクシー

三池港

みやま市

大牟田市

南関町

荒尾市

福岡県

熊本県

208

こだまタクシー（株）

有明交通（株）

93

93

10

10

3

3

5

5

18

【凡例】
タクシー事業者の所在地
タクシー事業者の所在地
（リムジンタクシー運行）

大牟田駅～九州佐賀国際空港間の
リムジンタクシー（予約状況に応じて運行）

ＪＲ鹿児島
本線

 
図 102 大牟田市の公共交通体系図 

 

大牟田市と

の市境を運

行する路線 

みやま市と

の市境を運

行する路線 

 

大牟田市 

みやま市 

両市間の移動が多い

中、市境で近接する路

線同士の連携が必要 

大牟田市 

みやま市 

みやま市福祉バス路線図 

※平成 29年 11月時点 

N
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【南関町との連携】 

⇒路線バスで接続 

・南関町内では、乗合タクシーを実施（平成 29年 4月から本格運行）しています。 

・新大牟田駅経由の路線（55系統）、荒尾市庄山経由の路線（25系統）を利用した大

牟田市と南関町間での移動が見られます。 

・55系統、57系統のバス利用者数は１月あたり約 2,900名（平成 28年 5月実績、事

業者提供データより）であり、そのうち約１割が新大牟田駅より東側のバス停を起

点または終点として利用しており、市町間移動の割合は高い状況です。 

・また、25系統庄山バス停（荒尾市）は、大牟田市内から南関・荒尾方面への乗継地

点となっています。 

→大牟田市と南関町を結ぶ路線バスの維持、南関町内の地域交通と路線バスの接続維

持、路線維持に向けた利用促進策等が必要です。 

 

【その他周辺地域との連携】 

⇒鉄道（JR鹿児島本線、西鉄天神大牟田線、JR九州新幹線）で接続 

・福岡市、久留米市、柳川市への通勤、通学等での移動が多く見られます。 

→大牟田市と周辺地域を結ぶ鉄道の維持、維持に向けた利用促進策等が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 103 周辺市町と接続する鉄道、路線バス 

凡例 

鉄道 

路線バス 

凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

路線バス（西鉄バス大牟田）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

大牟田市 

南関町 

荒尾市 

みやま市 

N
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・利用者数が多く、路線バスと接続する大牟田駅においては、路線バスと鉄道の円滑

な乗換が確保できていない便があります。 

・広域的な玄関口である新大牟田駅においては、日中の時間帯において新幹線とバス

との接続時間が長い状況があります。 

→市内の通勤や通学、広域な移動や観光客などの移動手段の確保に向け、鉄道と路線

バスの接続の改善が必要です。 

利用者数が多く、路線バスと接続する鉄道駅
広域的な玄関口となり、

路線バスと接続する鉄道駅

大牟田駅（JR、西鉄） 新栄町駅（西鉄） 新大牟田駅（九州新幹線）

路線バス⇒鉄道（午前7時台）

○路線バス
（各方面から）

○鉄道
（久留米方面へ）

7:27発【JR（快速）】

大牟田駅

（普光寺方面）
【10】07:31着

（吉野方面）
【55】07:24着

7:34発【西鉄（特急）】

（3分）

（三池方面）
【2、4】07:36着

（3分）

（荒尾方面）
【2、4】07:37着 7:38発【JR（快速）】

（2分）

（1分）

→午前7時台発の鉄道に接続するバス18便の
うち、乗換え利便性の劣る便は5便（全6方面
中5方面）

7:00発【西鉄（急行）】

（上官方面）
【15、16、21、25】
06:56着 （4分）

路線バス⇒新幹線（午後1～2時台）

○路線バス ○新幹線
（南関⇒新大牟田駅）

【55】13:32着

（大牟田駅⇒新大牟田駅）

【高速】13:54着

博多方面 13:23発

博多方面 14:28発

鹿児島方面13:03発
【55】13:22着

【55】14:22着

鹿児島方面14:23発

（1分）

（6分）

（南関⇒新大牟田駅）

（50分以上）

（34分）

新大牟田駅

（1分）

→日中時間帯は接続時間が長い

路線バス⇒鉄道（午前7時台）

○路線バス
（各方面から）

○鉄道
（久留米方面へ）

7:58発【西鉄（特急）】

大牟田駅

（普光寺方面）
【10】07:15着

（南関方面）
【55】07:44着

7:36発【西鉄（特急）】

（三池方面）
【2】07:15着

→路線バスの各方面から鉄道への乗継は概
ね良好

7:15発【西鉄（各停）】

（吉野方面）
【57】06:59着

市内の通勤や通学等の移動手段
の確保に向け、鉄道と路線バスの
接続改善が必要

新栄町駅では、路線バスと鉄道の接続は
概ね良好となっている

※東新町バス停と新栄町駅の乗継を整理

新大牟田駅を経由する広域な移動
や観光客などの移動手段の確保に
向け、新幹線と路線バスの接続改
善が必要

 

図 104 鉄道とバスの接続状況 

 

課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
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・大牟田駅は西鉄と JRが乗り入れ、JRは東口、西鉄は西口に接続しています。 

・路線バスは東口と西口に発着しており、鉄道と路線バスの乗継案内が複雑になって

います。 

・東口では市内路線バスと高速バスで乗り場が異なっています。 

→大牟田駅（東口・西口）における、鉄道と路線バスの乗継案内及び乗継環境の改善

が必要です。 

 

東口のバス降車場周辺の案内
→駅前広場等の案内が不足

西口のバス案内
→行き先等の案内、マップ等が不足

■大牟田駅における鉄道改札、バス乗り場の配置、動線

西
鉄
改
札

Ｊ
Ｒ
改
札

西
口
バ
ス
乗
降
車
場

東口バス
乗降場

東口バス降車場

・西鉄、ＪＲの乗り場案内が必要
・西口のバス案内が必要

・東西のバス
案内が必要

高速バス
乗降場

・駅前広場から離
れた場所で乗降

・東西のバス案内の
充実が必要

・西鉄、ＪＲの案内が必要
・東口のバス案内が必要

東口バス
乗降場

 

図 105 大牟田駅における鉄道改札、バス乗り場の配置、動線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
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課題３．人口減少下における公共交通の維持・確保に向けた利用促進が必要 

    ⇒市民、関係者と一体となった公共交通利用促進の取組みが必要 

3-1 

 

・鉄道、路線バスの利用者数は、近年は横ばいですが、依然として減少傾向にありま

す。今後の人口減少、高齢化の進展を踏まえると、鉄道、路線バスの利用者数は更

なる減少の懸念があります。 

・市内移動（通勤、通学）での公共交通の利用が減少し、自動車利用が増加しており、

公共交通利用機会が減少しています。 

→公共交通網維持のために、利用機会の創出や利用促進に向けた取組み（周知・広報

活動による利用促進、モビリティ・マネジメント、高速バスの快速利用推進、パー

クアンドライドの推進等）を関係者間（市民、行政、交通事業者）の協働で進める

ことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 107 市内移動の移動手段の推移 

課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 
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利用者数（千人） 人口（人）

35,000

205,766

121,630

鉄道 バス 高速船 人口

※JR新大牟田駅、JR大牟田駅は平成25年度、平成26年度は非公表

※高速船は平成9年は3月2日～8月10日の期間運休

利用者数が継続して減少 
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17%
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1%
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4%

3%

3%

2%
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成12年

(N=44,950)

平成22年

(N=37,212)

徒歩 自転車 二輪車 自動車 タクシー バス 鉄道 その他・不明

自動車の割合が増加 鉄道、バスの割合が減少

図 106 公共交通の利用者数の推移 
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第６章 持続可能な地域公共交通網の形成に向けた方策 

＜計画の体系整理＞ 

第６章では、前章までの各種状況調査、課題整理に対応して、地域公共交通網の形成に向けた方針、目標、事業を設定しますが、その全体の流れは以下の通りとなります。 

詳細は次頁より示します。 

地
域
公
共
交
通
を
取
り
巻
く
現
状
整
理
（
第
２
章
）、
地
域
公
共
交
通
の
状
況
（
第
３
章
）、
市
民
等
の
移
動
実
態
・
ニ
ー
ズ
（
第
４
章
） 

【→目標３の指標】 

大牟田市－荒尾市間の鉄道及び 

バスの運行本数の維持 

平成 29年度    平成 34年度 

 

【→目標１の指標】 

公共交通による人口カバー率の維持 

平成 27年度    平成 34年度 

 

【→目標２の指標】 

中心市街地活性化エリアの 

バス停乗降客数の維持・増加 

平成 28年度    平成 34年度 

 

本章 6-2 において設定 

 

目標及び指標の設定 

鉄道 136本/日 
バス 141本/日 

 

81.3％ 

 

81.3％ 

維持 

 

鉄道 136本/日 
バス 141本/日 

3,931人 3,931人以上

(維持) 

維持 

 

【→目標４の指標】 

関係者との利用促進の取組みの実施 

平成 29年度    平成 34年度 

 

 

【事業６】待合環境の改善 

 

本章 6-3 において設定 

 

目標を達成するための事業の設定 

目標１ 市民の日常生活における移動 
しやすい環境の実現（市内中心部と各
地域を結ぶ区間の利用しやすい公共交
通の実現） 

目標２ 市民の日常生活における移動

しやすい環境の実現（人が集まる中心

部の利用しやすい公共交通の実現） 

目標３ 観光等広域移動における移動

しやすい環境の実現（広域移動や観光

施設へ行きやすい公共交通の実現） 

目標４ 関係者と一丸となった取組み

による公共交通の持続可能性の向上

（利用促進等の実現） 

【事業１】市内路線バスの維持確保 

 

【事業８】地域間路線バスの維持確保 

 

【事業９】鉄道とバスの乗継利便性の 

向上 

 

【事業２】観光施設へアクセスする 

路線の確保（施設アクセス） 

【事業５】交通手段間の連携の検討 

【事業７】わかりやすい中心部路線の 

検討 

 

 

【事業４】公共交通空白地域の解消に 

向けた検討 

 

【事業 10】利用促進に向けた活動実施 

や情報提供の充実 

【事業３】観光施設へアクセスする 

路線の確保（広域周遊） 

事業継続、新事業 

4回/年以上 

 

バス教室、啓発活動等 

4回/年 

基本方針３ 

基本方針１ 

市民生活を支える 

公共交通の維持・確保 

 

基本方針２ 

周辺市町と連携した 

公共交通の維持・確保 

 

利用促進策・利用機会 

創出策の推進 

課題１－⑦ 
多様な交通手段の連携 

課題１－⑧ 
都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 

課題２－③ 
交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 

課題２－② 
鉄道とバスの接続改善 
 

課題２－① 
周辺市町との公共交通網の維持 

課題３－① 
公共交通の利用機会創出、利用促進 

第 5章に掲載 

課題１ 

市内の移動を支える公共交通の確保が必要 

人口減少下における公共交通の維持・確保

に向けた利用促進が必要 

 

課題３ 

広域な移動を支える公共交通の確保が必要 

課題２ 

課題１－④ 
交通弱者への対応 

課題１－③ 
観光移動への対応 

課題１－⑥ 
待合環境の改善 

課題１－① 
中心部(国道 208号)の密な運行の維持 

課題１－⑤ 
公共交通空白地域の解消 

課題１－② 
効率的な公共交通網の形成 

課題 

本章 6-1 において設定 

荒尾市をはじめとする周辺地域との

移動のしやすさを確保するために、広

域な交通である鉄道、路線バスの維

持、確保や、鉄道とバスの接続の改善

等を図っていきます。また交通拠点・

交通結節点を改善し、ネットワーク全

体として利用しやすい環境をつくり

ます。 

 

公共交通の維持のために、利用促進や

利用機会の創出に向けた取組みや、関

係者間の協働策を講じていきます。 

当面（短期的）は移動実態、ニーズに

対応した公共交通の維持、確保を行い

ます。長期的には将来都市像等のまち

づくりと連携した公共交通の検討を

行います。 

基本方針の設定 
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６-１ 基本方針の設定 

（１）課題に対応する基本方針 

前章の課題に対応して、地域公共交通網の形成に向けた３つの方針を設定します。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本方針３ 

基本方針１ 

市民生活を支える 

公共交通の維持・確保 

 

基本方針２ 

周辺市町と連携した 

公共交通の維持・確保 

 

利用促進策・利用機会 

創出策の推進 

課題１－⑦ 
多様な交通手段の連携 

課題１－⑧ 
都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 

課題２－③ 
交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 

課題２－② 
鉄道とバスの接続改善 
 

課題２－① 
周辺市町との公共交通網の維持 

課題３－① 
公共交通の利用機会創出、利用促進 

第 5章に掲載 

課題１ 

市内の移動を支える公共交通の確保が必要 

人口減少下における公共交通の維持・確保

に向けた利用促進が必要 

 

課題３ 

広域な移動を支える公共交通の確保が必要 

課題２ 

課題１－④ 
交通弱者への対応 

課題１－③ 
観光移動への対応 

課題１－⑥ 
待合環境の改善 

課題１－① 
中心部(国道 208号)の密な運行の維持 

課題１－⑤ 
公共交通空白地域の解消 

課題１－② 
効率的な公共交通網の形成 

課題 

本章 6-1 において設定 

荒尾市をはじめとする周辺地域との

移動のしやすさを確保するために、広

域な交通である鉄道、路線バスの維

持、確保や、鉄道とバスの接続の改善

等を図っていきます。また交通拠点・

交通結節点を改善し、ネットワーク全

体として利用しやすい環境をつくり

ます。 

 

公共交通の維持のために、利用促進や

利用機会の創出に向けた取組みや、関

係者間の協働策を講じていきます。 

当面（短期的）は移動実態、ニーズに

対応した公共交通の維持、確保を行い

ます。長期的には将来都市像等のまち

づくりと連携した公共交通の検討を

行います。 

基本方針の設定 
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（２）取組みのイメージ 

長期的（概ね 20 年後）な都市像を見据え、本計画（短期的として概ね 5 年後）

の取組みを展開します。 
 

 
 

 

短期的 

（概ね５年後） 

長期的 

（概ね 20年後） 

広域路線の維持・確保 

新幹線駅 

中心となる鉄道駅 

放射状のバス路線網の維持・確保 

現状の公共交通網を維持しつつ、足り

ない部分を補完するとともに、課題が

ある部分は改善するための事業を展

開していきます 

都市計画マスタープラン（改定中）と立

地適正化計画で示す将来都市像にあ

わせた公共交通体系の構築を目指し

ます。 

中心となる鉄道駅 

新幹線駅 

広域路線の維持・確保を目指します。 

地区拠点 

地域拠点 

都市拠点 

【凡例】 

拠点を結ぶ放射状の

バス路線網の維持・

確保を目指します。 
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６-２ 計画目標及び指標の設定 

（１）計画目標の設定 

３つの方針に対して、４つの目標を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【→目標３の指標】 

大牟田市－荒尾市間の鉄道及び 

バスの運行本数の維持 

平成 29年度    平成 34年度 

 

【→目標１の指標】 

公共交通による人口カバー率の維持 

平成 27年度   平成 34年度 

 

【→目標２の指標】 

中心市街地活性化エリアの 

バス停乗降客数の維持・増加 

平成 28年度   平成 34年度 

 

本章 6-2 において設定 

 

目標及び指標の設定 

鉄道136本/日 
バス141本/日 

 

81.3％ 

 

81.3％ 

維持 

 

鉄道 136本/日 
バス 141本/日 

3,931人 3,931人以上

(維持) 

維持 

 

【→目標４の指標】 

関係者との利用促進の取組みの実施 

 平成 29年度   平成 34年度 

 

 

目標１ 市民の日常生活における移動 
しやすい環境の実現（市内中心部と各
地域を結ぶ区間の利用しやすいやす
い公共交通の実現） 

目標２ 市民の日常生活における移動

しやすい環境の実現（人が集まる中心

部の利用しやすい公共交通の実現） 

目標３ 観光等広域移動における移

動しやすい環境の実現（広域移動や観

光施設へ行きやすい公共交通の実現） 

目標４ 関係者と一丸となった取組

みによる公共交通の持続可能性の向

上（利用促進等の実現） 

基本方針３ 

基本方針１ 

市民生活を支える 

公共交通の維持・確保 

 

基本方針２ 

周辺市町と連携した 

公共交通の維持・確保 

 

利用促進策・利用機会 

創出策の推進 

本章 6-1 において設定 

荒尾市をはじめとする周辺地域との

移動のしやすさを確保するために、広

域な交通である鉄道、路線バスの維

持、確保や、鉄道とバスの接続の改善

等を図っていきます。また交通拠点・

交通結節点を改善し、ネットワーク全

体として利用しやすい環境をつくり

ます。 

 

公共交通の維持のために、利用促進や

利用機会の創出に向けた取組みや、関

係者間の協働策を講じていきます。 

当面（短期的）は移動実態、ニーズに

対応した公共交通の維持、確保を行い

ます。長期的には将来都市像等のまち

づくりと連携した公共交通の検討を

行います。 

基本方針の設定 

事業継続、新事業 

4回/年以上 

 

バス教室、啓発活動等 

4回/年 
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（２）計画目標に対する指標の考え方 

計画の達成状況を評価するための各目標に対する指標を設定します。 

 

目標１に対する指標：公共交通による人口カバー率の維持 

本市の地域公共交通網は、鉄道、路線バス等が中心部から放射状に広がり充実し

ていますが、公共交通利用者は人口減少等に伴い減少傾向にあります。このような

中、鉄道駅 800m、バス停 300m の圏域に居住する人口の割合は８割以上となり、

近隣市と比較しても公共交通のカバー状況が高いことが示されていますが、公共交

通利用者の減少に歯止めをかけるためには公共交通環境の維持・確保が必要となり

ます。将来的な人口減少により公共交通の利用者が減少し、これを受け公共交通サ

ービスが低下して利用者数が減少するという負のスパイラルに陥ることが考えら

れるため、負のスパイラルを回避し持続可能な公共交通を確保・維持していくこと

が必要です。 

市内の公共交通（鉄道駅 800m・バス停 300m 圏域）までの徒歩圏に居住する人

口カバー率の維持により、市民の外出において公共交通を利用しやすい環境を確保

していくことを目指し、「公共交通による人口カバー率の維持」を指標として設定

します。 

 

指標１ 現況値 目標値 

公共交通による人口カバー率の

維持 

平成 27年度 

81.3％ 

平成 34年度 

81.3％ 

 

 

目標２に対する指標：中心市街地活性化エリアのバス停乗降客数の維持・増加 

国道 208号（大牟田駅～東新町間）には多方面の路線バスが高頻度で運行してお

り、この区間は運行本数が最も多く、出発もしくは到着する方も多い状況です。ま

た、市の中心部に位置する同区間には市民の外出先となる施設も多く、中心市街地

活性化エリアにも指定されており、将来的なコンパクトシティ・プラス・ネットワ

ークを目指す際の拠点としても重要な位置づけにあります。 

そこで、「中心市街地活性化エリアのバス停乗降客数の維持・増加」を実現化さ

せていくことを指標として設定します。 

 

指標２ 現況値 目標値 

中心市街地活性化エリアのバス

停乗降客数の維持・増加 

平成 28年度 

3,931人 

平成 34年度 

3,931人以上 
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目標３に対する指標：大牟田市－荒尾市間の鉄道及びバスの運行本数の維持 

本市は、荒尾市やその他の周辺市町（みやま市、南関町等）との流動が多くみら

れます。特に隣接する荒尾市とは市街地が連坦しており、鉄道とバスのネットワー

クがある等繋がりが深いと言えますが、人口減少・高齢化に伴い鉄道や路線バスの

利用者数は減少傾向にあります。 

そこで、大牟田市－荒尾市間の鉄道及びバスの運行本数の維持により、観光を含

む広域移動において公共交通を利用しやすい環境の整備を目指し、運行本数の維持

を指標として設定します。 

 

指標３ 現況値 目標値 

大牟田市－荒尾市間の鉄道及び

バスの運行本数の維持 

平成 29年度 

鉄道 136本/日 

バス 141本/日 

平成 34年度 

鉄道 136本/日 

バス 141本/日 

 

 

目標４に対する指標：関係者との利用促進の取組みの実施 

 大牟田市は、将来的な人口減少が予想されており、少子高齢化も踏まえると、公

共交通の利用者も今後減少していく可能性があるといえます。そのような傾向が進

めば、公共交通網の将来にわたっての維持が困難になるといった懸念があるため、

公共交通環境の維持・確保にあわせ、関係者による利用促進等の取組みが重要とな

ってきます。 

公共交通の持続可能性の向上を目指し、市民、関係者と一体となった公共交通利

用促進の取組みの実施を指標として設定します。 

 

指標４ 現況値 目標値 

関係者との利用促進の取組みの

実施 

平成 29年度 

バス教室 

啓発活動等 

4回/年 

平成 34年度 

事業継続 

新事業 

4回/年以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※目標４の取組内容は、小学生へのバス教室開催、バス運転士体験会開催、市民への啓発活動、 
石炭産業関連施設へのバスアクセスマップの配布の４つを想定 

※鉄道及びバスの運行本数は平日 
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６-３ 事業の設定 

４つの目標に対して、10 個の事業を設定します。目標と事業のつながりは、事業

による目標達成への関与の関係を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

本章 6-2 において設定 

 

目標及び指標の設定 

【事業６】待合環境の改善 

 

本章 6-3 において設定 

 

目標を達成するための事業の設定 

【→目標１の指標】 

公共交通による人口カバー率の維持 

平成 27年度    平成 34年度 

 81.3％ 

 

81.3％ 

維持 

 

目標１ 市民の日常生活における移動 
しやすい環境の実現（市内中心部と各
地域を結ぶ区間の利用しやすいやすい
公共交通の実現） 

【→目標３の指標】 

大牟田市－荒尾市間の鉄道及び 

バスの運行本数の維持 

平成 29年度    平成 34年度 

 鉄道136本/日 
バス141本/日 

 

鉄道 136本/日 
バス 141本/日 

目標３ 観光等広域移動における移動

しやすい環境の実現（広域移動や観光

施設へ行きやすい公共交通の実現） 

【→目標２の指標】 

中心市街地活性化エリアの 

バス停乗降客数の維持・増加 

平成 28年度    平成 34年度 

 3,931人 3,931人以上

(維持) 

維持 

 

目標２ 市民の日常生活における移動

しやすい環境の実現（人が集まる中心

部の利用しやすい公共交通の実現） 

【→目標４の指標】 

関係者との利用促進の取組みの実施 

平成 29年度    平成 34年度 

 

 

事業継続、新事業 

4回/年以上 

 

バス教室、啓発活動等 

4回/年 

目標４ 関係者と一丸となった取組み

による公共交通の持続可能性の向上

（利用促進等の実現） 

【事業１】市内路線バスの維持確保 

【事業８】地域間路線バスの維持確保 

 

【事業９】鉄道とバスの乗継利便性の 

向上 

 

【事業２】観光施設へアクセスする 

路線の確保（施設アクセス） 

【事業５】交通手段間の連携の検討 

【事業７】わかりやすい中心部路線の 

検討 

 

 

【事業４】公共交通空白地域の解消に 

向けた検討 

 

【事業３】観光施設へアクセスする 

路線の確保（広域周遊） 

【事業 10】利用促進に向けた活動実施 

や情報提供の充実 
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６-４ 事業内容・実施主体・スケジュール 

【事業１】市内路線バスの維持確保 

 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
○ 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
○ 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
○ 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

① 目的 

●幹線路線（国道 208 号のバス路線等幹線となる路線）につながる支線（山間部等

の地域を運行する路線）を確保、維持する。 

②取組み内容 

●非効率な路線のうち、地域間幹線を補完し、維持確保が必要な路線について、公

的支援を検討・実施 

●路線バスで非効率な部分の見直し 

区間別や時間帯別の運行本数、利用状況を踏まえ、運行区間や時間帯の効率化を

検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

●拠点（都市・地域・地区）間の維持・確保 

今後形成される拠点間のアクセスを支える公共交通の維持・確保に向けた検討 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 
      平成 30 年度～検討・順次実施 

●本／日 ●本／日 ○本／日 

ニーズ・実態に合わせた本数設定 

中心部 郊外部 山間部 

利用状況 

中心部 郊外部 山間部 

利用状況 

郊外部～山間部では非効率な運行 
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【事業２】観光施設へアクセスする 

路線の確保（施設アクセス） 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
○ 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●観光需要に対応するため、観光施設へアクセスするバス路線を確保する。 

②取組み内容 

大牟田市動物園にアクセスする路線の整備 

●利用が増加している動物園までを結ぶ新たなバス路線を検討・運行 

・既存路線バスの延伸による大牟田市動物園への乗り入れ検討・運行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 

   

 

  

 

 

【アクセス性向上案】 

→路線バスの延伸等により 

 動物園へのアクセス強化が必要 

平成 30 年度～検討・順次実施 

大牟田市動物園 

警察署前バス停 

（徒歩約 10分） 

大牟田駅前バス停 

（徒歩約 20分） 

凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

バス運行本数（平日）

1 - 30本/日（～1往復/時）

31 - 60本/日（1～2往復/時）

61 - 90本/日（2～3往復/時）

91 - 120本/日（3～4往復/時）

121本/日以上（4往復/時以上）

大牟田市動物園へのアクセス
【現在】
・大牟田駅から徒歩約20分
・最寄バス停（警察署前）から

徒歩約10分

【アクセス性向上案】
→路線バスの延伸等により、
動物園へのアクセス強化が必要

大牟田市動物園へのアクセス
【現在】
・大牟田駅から徒歩約20分
・最寄バス停（警察署前）から

徒歩約10分

【アクセス性向上案】
→路線バスの延伸等により、
動物園へのアクセス強化が必要
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【事業３】観光施設へアクセスする 

路線の確保（広域周遊） 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
○ 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●観光需要に対応するため、観光施設へアクセスする周遊交通を確保する。 

②取組み内容 

市南部の世界遺産関連施設を周遊する交通手段の確保 

●観光施設群や交通施設（駅、高速船乗り場）を結ぶ周遊交通（観光タクシー等）
の導入の検討・実施 

●公共交通での観光施設アクセスの案内（案内サイン、路線や時刻表による情報発
信、Web での情報発信等）充実の検討・実施 

●レンタサイクルの充実の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 

   

 

  

 

 平成 30 年度～検討・順次実施 

石炭産業科学館 

三池港 

三池炭鉱宮原坑 

三池炭鉱万田坑 

N
凡例

路線バス停（西鉄バス大牟田）

バス運行本数（平日）

1 - 30本/日（～1往復/時）

31 - 60本/日（1～2往復/時）

61 - 90本/日（2～3往復/時）

91 - 120本/日（3～4往復/時）

121本/日以上（4往復/時以上）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路（10,000-）

種別, トンネルフラグ

高速自動車国道等, 0

高速自動車国道等, 1

国道, 0

国道, 1

都道府県道, 0

都道府県道, 1

市区町村道等, 0

市区町村道等, 1

市区町村道等（庭園路・徒歩道）, 0

市区町村道等（庭園路・徒歩道）, 1

その他, 0

その他, 1

【観光施設間の周遊性の向上】 

島原高速船 

乗り場 

大牟田駅 

観光施設 

レンタサイクル貸出場 

レンタサイクル貸出場 

（大牟田観光プラザ・西鉄大牟田駅） 

至島原港 
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【事業４】公共交通空白地域の解消

に向けた検討 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
○ 課題１－④ 交通弱者への対応 
○ 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●公共交通でカバーされていない地域での生活利便性確保を目的とした公共交通サ

ービス水準の向上を目指す。 

②取組み内容 

●小学校区別の公共交通による人口カバー率が低い上に高齢化率が高く、地形の高
低差がある三池小学校区を対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既存バス路線の一部ルート変更、新たな手段の検討による対応 

・三池中町方面路線（1、2、4、7 系統）や普光寺方面路線（10 系統）の一部便の
ルート変更、コミュニティバスの導入等による運行の検討・実施 

（運行に際し、道路幅員も狭く、高低差もあるため、小型バス等の小型車両での乗

り入れを検討） 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 
   

 

  

 

 

小学校区
人口

カバー率
小学校区の
高齢化率

高低差
（ｍ）

カバーされて
いない人口
（人）

みなと 89.9% 37.9% 48 762
羽山台 82.4% 29.8% 10 1,144
吉野 82.1% 34.7% 123 1,551
玉川 73.0% 44.1% 175 823
銀水 87.6% 32.9% 134 1,358
高取 76.9% 39.9% 158 1,522

三池 56.0% 38.2% 215 3,667
手鎌 84.6% 31.2% 80 1,519

上内 60.5% 45.5% 125 673
倉永 97.5% 38.0% 80 152
大正 80.3% 28.2% 17 1,102
大牟田中央 93.9% 32.1% 37 594
中友 83.8% 36.1% 19 695
天の原 82.9% 37.1% 98 1,024
天領 74.7% 27.5% 44 1,413
白川 91.5% 32.9% 23 664
平原 86.0% 42.0% 93 572
明治 77.4% 34.3% 9 1,190
駛馬南 52.5% 39.1% 34 2,113
駛馬北 75.6% 43.2% 63 1,058

平成 32 年度～順次実施 検討 

手鎌拠点 

吉野拠点 

三池拠点 

勝立拠点 

三川拠点 

対象地域 
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【事業５】交通手段間の連携の検討 【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
○ 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●多様な交通手段の連携による利便性の向上を目指す。 

②取組み内容 

●大牟田市内で運行す

るスクールバス等と

公共交通との連携の

検討 

（路線バスと他のバス

との連携による移動

の拡充の検討） 

 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 

連携する交通の実施主体
者（学校等） 

      検討 

大川 八女

玉名

山鹿

みやま市

大牟田市

荒尾市

南関町

凡例

路線バス（西鉄バス大牟田）

路線バス（西鉄バス大牟田）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

N

玉名 

山鹿 

八女 大川 

大牟田市 

みやま市 

荒尾市 

南関町 

凡例

路線バス（西鉄バス大牟田）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

私立高校（スクールバス運行） 

医療施設（送迎バス運行） 
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【事業６】待合環境の改善 【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
○ 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●中心市街地活性化エリアにおいて、路線バスの待合環境が不十分な箇所の改善及

び鉄道駅の待合環境を改善する。 

②取組み内容 

●中心市街地活性化エリア内の路線バス停留所の環境改善 

・利用が多い中心市街地活性化エリア内で待合環境が不十分（屋根やベンチが

未設置）な路線バス停の改善の検討・実施 

 

●鉄道駅の待合環境改善 

・老朽化対策や施設改善等の検討・実施 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 
   

 

  

 

 平成 30 年度～検討・順次実施 

鉄道駅 

JR 九州新幹線 

JR 鹿児島本線 

西鉄天神大牟田線 

新大牟田駅 

吉野駅 

西鉄渡瀬駅 

倉永駅 

大牟田駅 

新栄町駅 

西鉄銀水駅 銀水駅 

東甘木駅 
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【事業７】わかりやすい 

中心部路線の検討 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

○ 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
○ 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
○ 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

① 目的 

●多方面の路線バスが高頻度で運行する幹線道路の国道 208 号（大牟田駅～東新町

間）における路線バスの利便性向上を目指す。 

② 取組み内容 

●国道 208 号（大牟田駅～東新町間）のバス停における標記改善（方バスマップの

各バス停での掲載等）によるわかりやすさ向上の検討・実施 

●国道 208 号（大牟田駅～東新町間）についてパターンダイヤ化の検討・実施 

●方面別にわかりやすい系統番号の検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

路線の方面をわかりやすく示すイメージ例 

 

 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 
   

 

  

 

 平成 31 年度～順次実施 検討 
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【事業８】地域間路線バスの 

維持確保 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
○ 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
○ 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●大牟田市と周辺市町を結ぶ鉄道、路線バス等を維持・確保する。 

②取組み内容 

(1)荒尾市との広域交通の維持・確保 
＜鉄道、路線バス(16系統、25系統、2、4系統、グリーンランド線、高速バス）＞ 

●現状の鉄道と路線バスの運行本数の維持 

・大牟田市中心部（大牟田駅～東新町間）から大牟田市南部及び荒尾市方面へ
の利用が多いため、現状の公共交通を維持 

●地域間移動の拡充検討 

・両市間移動が多い区間において、新たな移動手段の整備を検討 

●地域間乗継拠点（倉掛バス停）における接続改善 

・大牟田方面から来る路線バス（西鉄バス）と荒尾方面から来る路線バス（産

交バス）のダイヤ改善の検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

みやま市福祉バス

倉永地区生活循環バス

路線バス（西鉄バス大牟田）

路線バス（産交バス）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

○現状路線（路線バス・鉄道）の維持 

○地域間移動の拡充検討 

(1)荒尾市との接続 

荒尾市 

大牟田市 

大牟田市 

(1)荒尾市との接続 

倉掛バス停 

○地域間乗継拠点での接続改善 
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(2)みやま市との広域交通の維持・確保 

＜鉄道（JR、西鉄）、倉永地区生活循環バス、みやま市福祉バス＞ 
●大牟田市の倉永地区生活循環バス、みやま市の福祉バス（コミュニティバス
化を検討中）を活用した地域間移動の拡充の検討・実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凡例

みやま市福祉バス

倉永地区生活循環バス

路線バス（西鉄バス大牟田）

路線バス（産交バス）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

(2)みやま市との接続 

○大牟田市の倉永生活循環バス、

みやま市の福祉バス（コミュニテ

ィバス化を検討中）を活用した地

域間移動の拡充検討 

(2)みやま市との接続 

大牟田市 

大牟田市 

みやま市 
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(3)南関町との広域交通の維持・確保＜路線バス（55、25系統）＞ 

●現状の運行本数の維持 

・大牟田市と南関町間の移動が発生しており、都市間路線としての機能を果た
しているため、現状の路線バスの維持・確保 

・地域間を結び、維持確保が必要な路線について、公的支援を検討・実施。 

●路線バスと南関町の予約型乗合タクシーの乗継ぎ拠点化の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者、

周辺市町（荒尾市、みや

ま市、南関町） 

   

 

  

 

 

 

凡例

みやま市福祉バス

倉永地区生活循環バス

路線バス（西鉄バス大牟田）

路線バス（産交バス）

鉄道種別

鉄道（JR、新幹線）

鉄道（西鉄）

道路

種別

高速自動車国道等

国道

県道

(3)南関町との接続 

大牟田市 

平成 30 年度～検討・順次実施 

南関町の予約型乗合タクシー 

路線バス（大牟田駅～南関） 

路線バス（大牟田駅～庄山） 

(3)南関町との接続 

○現状路線（路線バス）の維持 

○路線バスと南関町の予約型

乗合タクシーの乗継ぎ拠点化

の検討 

大牟田市 

南関町 
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【事業９】鉄道とバスの 

乗継利便性の向上 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
○ 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
○ 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

① 目的 

●広域移動の利便性向上に向け、主要交通結節点での鉄道とバスの乗継環境、

乗継案内を改善する。 

②取組み内容 

●大牟田駅での鉄道（JR、西鉄）発着に合わせた路線バスのダイヤ改善 

・大牟田駅での鉄道（JR、西鉄）と路線バスのダイヤ接続は概ね良好である
が、日中の時間帯を中心に、路線バスの方面によっては、ダイヤ接続が十分
でない時間帯もある（乗継時間が長い等）ため、鉄道（JR、西鉄）のダイ
ヤに合わせた路線バスのダイヤ改善の検討・実施 

 

●新大牟田駅での新幹線発着に合わせた路線バス、高速バスのダイヤ改善 

・新大牟田駅での新幹線と路線バス、高速バスのダイヤ接続については、日中
の時間帯を中心に、乗継時間が長いため、新幹線のダイヤに合わせた路線バ
ス、高速バスのダイヤ改善の検討・実施 

 

●高速バスによる大牟田駅～新大牟田駅間の快速利用の推進、接続に関する案

内の提示 

 

●大牟田駅の乗継案内改善 

・西口と東口を合わせた案内改善の検討・実施 

 

 
 

 

 
 

 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

大牟田市、交通事業者 

   

 

  

 

 平成 31 年度～順次実施 検討 
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【事業 10】利用促進に向けた 

活動実施や情報提供の充実 

【基本方針への対応】 
基本方針 1 基本方針２ 基本方針３ 

【目標への対応】 
目標１ 目標２ 目標３ 目標４ 

【課題への対応】 
 

 課題１－① 中心部(国道 208号)の密な運行の維持 
 課題１－② 効率的な公共交通網の形成 
 課題１－③ 観光移動への対応 
 課題１－④ 交通弱者への対応 
 課題１－⑤ 交通空白地域の解消 
 課題１－⑥ 待合環境の改善 
 課題１－⑦ 多様な交通手段の連携 
 課題１－⑧ 都市のコンパクト化に対応した公共交通網の形成 
 課題２－① 周辺市町との公共交通網の維持 
 課題２－② 鉄道とバスの接続改善 
 課題２－③ 交通結節点での乗継案内、乗継環境の改善 
○ 課題３－① 公共交通の利用機会創出、利用促進 

①目的 

●利用しやすい公共交通・魅力向上に向けた取組みを行う。 

②取組み内容 

●公共交通マップの作成 

●モビリティ・マネジメント※の実施 
※モビリティ・マネジメントとは、市民や通勤者を対象とし、現状の公共交通サービスを上

手く活用しながら利用促進を図っていく手法で、行動プランの作成や利用促進ツール（公

共交通のマップや時刻表、利用イメージ等）を提示しながら、自動車から公共交通への転

換、公共交通の利用促進を図っていく取組み。 

・市民を対象としたモビリティ・マネジメントの実施 

     →ワークショップ等を開催し、買い物や私事の移動で、公共交通の利用促進 
等 

・事業者、通勤者を対象としたモビリティ・マネジメントの実施（エコ通勤等） 

・小学生を対象としたモビリティ・マネジメントの実施（交通環境学習） 
     →校外学習で、公共交通のルートや料金を調べ、実際に乗車体験 

→授業の中で、クルマと公共交通の比較実施（利便性や環境面等） 等 

●乗り方教室や出前講座の開催 
・交通事業者と連携し、小学生等を対象 

に、バスの乗り方や利用方法に関して学 

ぶ機会（乗り方教室、出前講座）の創出 

●周辺市町と連携した公共交通利用促進 

・周辺市町との流動が多い施設での公共
交通利用促進案内 

・FM たんとを活用した利用促進の実施 

●バスに親しみを持つための体験・実施（バス運転士体験会開催等） 

③実施主体とスケジュール 

実施主体 H30 H31 H32 H33 H34 H35～ 

市民又は公共交通利用者 

大牟田市、交通事業者 

   

 

  

 

 平成 30 年度～検討・順次実施 



第６章 持続可能な地域公共交通網の形成に向けた方策 

－123－ 

６-５ 計画期間及び評価スケジュール 

（１）計画の実施主体と分担 

本計画を進めるにあたっては、「行政」「市民」「交通事業者」の協働、連携によ

り、計画目標の達成に向けて進めていく必要があり、それぞれの役割分担を明確に

して実施していきます。なお、大牟田市地域公共交通活性化協議会を継続して開催

し、計画の取組みの確認や関係者協議、協働の取組みを促していきます。 

 

（２）ＰＤＣＡサイクルによる進行管理 

本計画は、計画の策定（Plan）、施策・事業の実施（Do）、進行管理・評価（Check）、

見直し・改善（Action）を繰り返す PDCA サイクルの考え方により推進していきま

す。 

進行管理・評価（Check）にあたっては、本計画の事業スケジュールや目標値を

活用していきます。 

 

 

 

 
大牟田市地域公共交通網 

形成計画の策定 

 Plan（計画） 

施策・各種事業 

メニューの実施 

 Do（実施） 

取組内容の見直し・改善 

 Action（改善） 

進行管理・評価 

 Check（評価） 

  

 

 

 

 

 

 

 

図 108 ＰＤＣＡサイクルによる進行管理のイメージ 

 

ＰＤＣＡサイクル 

関係者が一体的な取組を行っていくための組織 

大牟田市地域公共交通活性化協議会 

市民、交通事業者（鉄道、バス、タクシー、高速船） 

行政（国、県、市）、商工関係者、学識経験者 等 
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評価スケジュールは、以下のように中間年では 3 年間の中間評価を行い、必要に

応じた事業の見直しを行うこととします。最終年では最終評価として目標値の達成

状況の評価等を行います。このように各々の段階に応じてＰＤＣＡサイクルにより

取り組んでいきます。 

 

＜計画の期間＞ 

  

 

 

 

 

＜評価、見直しの進め方＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 109 ＰＤＣＡサイクルによる進行管理のイメージ 

 

3年間 
策
定 

目標 

施策

事業 

 

第１サイクル 

進
捗
把
握 

評
価
改
善 

  

  Plan     Do   

  Action     Check   

第２サイクル 

2年間 完
了 

評
価 

必要に応じて 

見直し 

最終年まで  

平成 33～34年度：2年  

中間年まで：3年 

平成 30～32年度 

 

  

  Plan     Do   

  Action     Check   
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（３）計画の進捗管理、評価スケジュール 

評価スケジュールは、下図のように、施策の実施状況、目標達成状況について評

価を行い、目標年（平成 34 年度）では計画の見直し、更新を行います。なお、施

策の進捗状況については中間年（平成 32 年度）で評価を行います。 

計画
策定

1年 2年 3年 4年 5年

H29 H30 H31 H32 H33 H34

計画
Plan

実行
Do

目標１：市民の日常生活における
移動しやすい環境の実現（市内中心部と
各地域を結ぶ公共交通の実現）

目標２：市民の日常生活における
移動しやすい環境の実現（人が集まる中
心部の利用しやすい公共交通の実現）

目標３：観光等広域移動における移動し
やすい環境の実現（広域移動や観光地へ
行きやすい公共交通の実現）

目標４：関係者と一丸となった取り組みに
よる公共交通の持続可能性の向上（利用
促進等の実現）

改善
Action

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル

課題把握・
解決策検討

検証
Check

計画策定

施策進捗状況
の把握

施策の実施

目標達成状況
の把握

計画更新

計画策定（本計画）

目標年（平成34年度）中間年（平成32年度）

 

 

                   実施主体：大牟田市地域公共交通活性化協議会 

実施する時期 内容 

毎年 大牟田市地域公共交通活性化協議会を開催し、関係者間で情報

共有を図り進捗を把握し、事業の円滑な実施を行います。 

中間年 

（平成 32 年度） 

事業の進捗状況の確認を行います。社会情勢の変化や関連計画

との関係等から事業スケジュールの変化が生じる等、実施に当

たっての課題がある場合は必要に応じてその対応について協議

し、必要に応じた見直しを行います。 

目標年 

（平成 34 年度） 

事業の進捗状況及び設定した４つの目標の達成状況を確認、評

価します。また課題の把握、解決方法を検討し、計画の改定や、

平成 35 年度以降の取組みを検討します。 

 

進捗管理、評価スケジュール 

評価の内容と実施主体 


